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新 潟:県教育研究所編

文章読解力検査
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中学校 1.2.3年用
‘ ‘ 

姓名 -番 男女 中学校 年 組
J 

出生日昭和 年 月 日検査日昭和 年 月 日

テストその-.:- (ニO分〉

〔練習〕

坊のTこまはこのごろ元気がなくなbましに0 ・ごはんを食べないて，.こたつの上
した ‘

にじっとしていTこり，舌を出したりしています。

これは何1こついてかい?こので。すか。

1 .，こまがごはんをナ食べないこと。

2 1こまが死んだこ左。

3 1こまが元気がなくなっにこと 0，

4 .，こまが舌を出し?こり lンていること0

[) 1こまがじっとしているこ と。

雲が降り忙しましに。高い益から，ゐとからあとからとまいかり てきま

す。見ているうちに，やねも野原もまっ自になりまし?こ。

1 ぎないこど。
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2 野原のことq

3 やねのこ.e。

長 零のこ t。

5 きさのこと。

... 

、，

まち.t，¥f¥L?

汽車の時聞がき七ので，待合室は， ffんむんにぎやかになってきます。荷

物をしょっTこ男の入，ぎれいな服引に女の人，ふくろをさげた恥じいP
、，

んなどもはいってきましに。

1 荷物をしょっfこ男の人のこと。

2 きれいな版をさに女の人のこと。

・3 ふくろをさげにおじ~l~ さんのこを 0

4 汽車の時間がき?こ乙 e0.' 

5 待合室がにぎやかになっ?ここと。

，、

いん"つ'.

一 一人→四年に，ドイツのケーユヒが，じよεラ気の力で動かす印刷織を発明・

しましに。そのζろ，.新聞は，手で劃jかす機械ですっていましにが，ケー
¥ 

エヒの機械を使う e，一時間に一一00枚色すれました。 これは，それま

での四倍ーも多くすれにのです。

1 新聞のできfこのは一八一凶年だというこ左。

2 むかしの新聞のすり方のこと。

3 新聞をする印刷機のこと。

生 ケ.ー=ヒの発明しfこ印席目機のこと。

5 新聞は一時間に何枚守すれるかということ。

四。ポストiこ入れfこ手紙は，郵便屋さんが集めて，郵便局にもっていきます。

それから，汽車で，遠くにいる人のところへはこばれます。

1 ポス トのこと。

2 手祇のこと。

3 遠くにし、る人のこと。

4 郵便屋Fんのことb‘J

5 汽車のこと、。 ‘ 1 

事かい l1:つ舟ラ

五機械の発達は， 1こちまち鉄と石炭の必要をよびおこし7こ。石炭をほ b'だす
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ゴこめには，機峨がなければなちなし、。そして，機械を作るためには，錦が

なければならない。まに，鉄鎖いまりピし， それを鉄にするには，石茨が

なければならない。 さらiこ，その機械を動かすには，石炭が必要lこなっ

fこ。

1 機械の発遣はI鉄と石茨を必要とする4こ，e"

2 機械がないと石炭がlまれないこk。

3 機械を動かすには石炭が必要でゐること 0

4 鉄鎖を鉄lこするには石炭がいること。

5 機械を作るlこは鉄が付るこ eo' 

ハ 人聞は一歩でも進歩しようとしています。少しでも前進するところじ，'人

生の楽しさがめ りますot:れでも新u、&のが好きですが，新しくなろう
とするのは 一つの進歩で‘す。その進歩は?こゆまぬ心によって逮せられま

す。 Tこゆま‘ぬ心というのは，人聞をして仕事に熱中させ，知らす・知らす・の

聞に，一歩一歩主高いところに 4みちびいていく心です。

. -

1 人間はいつも進歩しようとしていること。

2 一歩一歩前進することは人生にとって楽しみであるこt_o

3 新しくなろ う、とす奇のは一つの進歩でめること。

証 人間の進歩はたゆまぬ心によって達せられるこ t。

5 人間は誰でも新しいものが好きであるこ t。

七 電話を?とりつげ?こいという皆さまの申込みは，もう五07iも七まっていま

すが，今年の資金ではをの五分のーでさえもとりつげられません。そ こ
でん習っラしんLよそ，

で，電気通信省ではJ一本でも電話をふやす方法主して，一八00円でと

りつけられ?こ電話を，四月から四三00同にし?このですが，これでも，皆

さまの申込ゃにはまlこあいません。そこで，こんど別に，電話をとりつり

る費用の一部を出してい?こi":くこ tになりまし?こb この方法によりましで

も，いつでも包括がひけるのでなく ，工事上さわりのないこと，申込順に

よるこ主なEは，いままでと同じで・すが，電気通信省は，rすぐ e9つげ
られる電話」をめざして努力しますから ， おカぞ~ねがいます。
• 
口費金一一ここを怯電話をtりつけるにめ I:::~'、 るお金のこと

主‘ ，. 
-9p -.' 



口電気通信省ー一電気電話電信ラジオのこkなどをとりあっかう役所。 -

この広告は Eんなこ è~知らせようとしたものですか。

1 電需をとりつりるには費用がたくさんかかること。

2 電請を~eりつりるfこめに費用を上げにが，申込みの全部をうけつ

げるわりiこはいかない乙左。

3.新しく電話をとりつげるには，その費用の一部ぞ出してもらう こ

主にしたこと。

4 電話をすぐe~つけられるよう にするから，しばらく待ってほし

いこ t。
‘同

5 電話~è りつけ fこし、という申込みが多すぎること。

八 「はえ」は，うるさくても ，人をさんTこりないTこりしないから， 人に苦し

みを与えることは少いりれど色. rかJは入をきしまになくーので，その点 '
t:~についていえば， rはえ」よりも，たしかにうるさくいやな害虫で
す。夏のあいr:に，人が「か」のにめに仕事のじ+まをされるこ主は，大

しfこものです。

1 rはえJは うるさくて色，入をさl し?こりしないとと。

2 入ほ「かJの?こめにしごとのじキまをされること。

3 rはえjはうるさいが. rかJよりもま?ごましだという乙と 0

4 rか」は「はえJよりもうるさい害虫でゐること。
5 rはえJ色「かJも両方とも，いやな省虫であるこ土。

九 思いや・りというものは，いわゆる同情とは少しちがう。同情とい うと，不

主幹な者とか，弱者に対して持つ感情であるが，思いやりは， それには限ち

ない。不幸な悲しみじ対してばかりでなく，幸運や喜びに対する向感をも

ふくむ。相手の立場tこなってみることのできる心のゆとりである。

1 同情も思いやりととちに大切な感情であること。

2 思いやbは 相王子の立場に?こってみることのできる心のゆとりで

あること。

3 人主して心のゆと bのめることは大切であること。.

4 同情は思いやりよりも広〈て大きい感情でゐること。
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~; ;)~~E， 5 思いやりは不幸な悲しみtこ対する感情であるが，同情は少しが

ラこちと。

十 くさならじ足をなげ出していると，ゐ?こり'が死のように静まiりかえヮてい

.Jるのに気がつい?こ0・夜のうしみつ時のおもてに， r真昼の魔が時」 とい
う沈黙のふしぎな時刻がめると聞い士ごei?思いmしTこ。この静かさの中
てじっどし:tいると;若草のかお1H::，からr:~b染まってしまふように感

じTこ。
己E壱;t

J.'Jhj1 1'〈さむちに足を?なげ出しヤ:時ーの快tさのことロ

人 2 ま夜中のくさむらのふしぎな静かきのこと0"

3 ま昼中のく吉むらのム」ぎな静かさりこtょ一
iぺ..4・k若草のかおりがあたり1::1:t:よって快いこ E。‘ .i j_..... ， ~\ 

くqt.5 2d中φ若草のかおりは特別でゐるこ1:0 ぷ「・」
d ・~.‘

一・ 一・、 "_' ー. . 、 . 

テえトそのニ 〈ニο分〉
‘ー
" -

ー ・「正男0・Jeよばれて，おとうさーんのおへやへいきまじ?こ。おどうさんの

机の上にほ，新聞がゐ百まし?こ。お.tうさんは，朝から段がきを書きつづ
'Wていちっしゃ心ます。 ，

正男がおへやへいった時。，おとろさんは何をしていらっしゃいましに

、かo • 

J 

。

0

9

t

 

f
a

L

。

い

て

に

で

い

い

ん

室

田

で

読

そ

ん

b

を

き

読

一
関
.
か

・を

新

は

本

可
4

0

A

句
町

。

. . 
，r "，-

4・ 「正男。 J1:よん?ご。

ノ
5 おへやでねてい?こ。

げさから風が掻くふきだし?こ。教室にほこりがはいってきて，休み時間ご

e Iこ，ぬれぞうきんで机をふいた。きょうは五人休1んr。かぜをひかない
ようにと，先生から注意がめつに。上くうわtいをじようと皆で話しあっ

?こ。
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先生の注意は，次のうちのどれでし?こか。

1 風が強くふさt:してきfこζ と。
2 ぬれぞうきんで机をふくように。

3 よくう古代、をするよラに。

、、 -

J 

， 
4 五人休んだこ1:0 I 

5 かぜをひかないよう lこ。

ー ローレンス先生のとなりに佐んでいられるアνンさλは〆お医者さんでし，

?こが，今は仕事をひす之さんにゆ今ヮて，毎日躍でばらの手入れをしと

り，静かな部屋で本を読んでりしています。

， ' ほら.の手入'れをもむち，氷~読:;;_t:-I)してい・る:人は?ごれマすか。
アレシさんo'q e ， 

'2 i:l ~レン・ス先生eのÍfIすL さメし。、一 -J J; -

3 アレンさんのむすこちん。

4 ローレン7，.先生

5 アνンさんのとなりの入。

週 「みつばちさん，今日わ。」

ー「やめ，ちょうちよさん，今日わ"0 J' 

. 

-、・'ー， 一

.‘ 
- -町

「あ f~ tこは，いつも羽~ぶんぶんならしていそがじそ δ'で巳すば。」

「ぼくはからての大、きさにくらべて，羽がノ]、さい.ので，はやく羽を動かさ

ないと飛べないんピよ。 J

下まあ，そうなの。わにしにちはいじわるなものに・見う如らないように，

太きな羽でそっと飛よくのよ。j.. l;， 

』ちょうちょの羽はどうで'ずか4

1 ・から?三の.大きさにくJらλて./J、さレ.。

2 まヲ白できれいだ。 -

'3' ，おんぶんいそがしそう?主。‘ •• 
、
d
J
 

d
弘

陰
口
、

電

.‘、
L
 

益 いじわるなものiこ見つからないようにそっと飛ぶ。 実

5・1 羽をはやく動かして飛ぶ。

五月見草に明かるしサ11のどて，
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風もふかない しす，がなタぐれ化。

月見草が川のそ こiこ，

めぎや

Eんなところに月見車が咲いていますか。

1 }IIのそこ。

2 Cての下の草原。

3 川のどで。

生 しす・かなタぐれのIJ、道B

5 しす忌んでいる。

ラジオは，耳打けtこたよる点で伏電話ににτいるが，相手が大勢主いう点
4つ

では，むしろ自に訴?こえる新聞にじている。しかし，もがっ?こところも少

〈ない。これをよ〈しらべてみることいよって，ラジオのもつ特質も明ら

かになってくると思うから，次iこ書いてみる。

「次に書いてみる。」とめりますが，何をナ暫《のでしょう三

"、

。
占仰るて-P』

。
質

話

特

電
の
・
が

オ

オ

夕

刊

y

-
フ
-
フ

噌

i

白

a

8 ラヂオが新聞とにている点。

4，¥ ラヂオが新聞ともがっている/点。

5 ラヂオが電話や新聞とちが?でいる点。

?こっ?こ今，自分の家の前の窓下lこ起つに~・干1:-2."，それを見ていfこ強入かに

，. 

き〈主一人一人のいうことがみんな違ってい七ので，歴史知書官を投げ出し

てなげいた歴史家がめっ?こtいうが，現tこ自の前に起り?ここ左さえ，心は

その持主主?異にするままに，いわゆる「心ざころJにそれをうげとるので

める。現iこ円でみていることを心はしらぬ顔で見すごし?こり，見もしない

ものを 見?こかのように思っf二トするものでゐる。
'唱宅，

だから，私の心の底堅史色.一生の聞に私の心、にl決つでは消え，消えては映

った次々の時代のこ之がらを私の r心」の糸iこつむいで，好むままに織り

出した織物の模様のようなものである。そのような私の心の手づくりを，

事実めった歴史のように諮る私は， #11の歴史家の家の窓の下の見物人のー

-1∞-
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. .人11こ外なら7よネイ。:. J3 。 t】 g ・一 . ・ -
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「好むままtこ織り出しに織物の模様のエうなものJeはどんな工、とですか。

1 一生の聞に起つl'こことがらが，ふ りかえってみると，美bじい思い

出となヮて心I~ えカ{~，出さ tA屯るこ i:;:. " . 

2 自分の心がえがいに模様のようなもので，私の語る心の陸奥も事

実めっ7ここととはちがっている乙，とか，

3 織物の模様のように，一生の聞に起うたζとがらが， iY)1れこれと

組合わさって心にうつし出されるこ!;:0' 

4 織物の模様がい.っかは色めせてしま?うよヨに，心から消rえ去っτ

しまうはかなAいものでめるめる。

， 

5 →生の聞に起づ?ごこをがらが，織物の模様のように，めぎやかに f 

はっきぢ 1ど'~~'I二え卦$'~ザ出さす苫ること。

I ~( B )ー

テストその三 くニO分〉

'" 

，; 
ヨと由E・ 7 ‘ ・ ・・

子つばめにちが育って，巣から飛び立つ日がきましに。もうくちばしも黄

色くめりません。昼のはれた五丹の朝セす。子つ』まめにちは，新しい白い

チョ'yキに黒いがいとうです。親つぱめが， ちれしそうに，先にたって飛

ぶe，子つ}まめにちも飛びだしましに。

親つぱめは，cんな気持でわょう。
1 子つばめはかわし功、なめ。

'‘ . . 

2 子つばめも，ょうやく一人で飛べるよ号になってミれしいなめ。'

・ぎ こんどは，子つばめが働く ので，わにしもらくになって'うれしい

なめi。
4 みんな2でなかFよ'ミ遊lまうーよ。

5 子つばめの新しいtチョアキがきれい忙なるぶ

一正男は，先生から本をがりて，天よろこびでしすこ。どこタが，夜中に雨が

ふって，'#ぼぴLょ。びじよ;1こぬれましfこ。 E男はこまっセしまいました

.'， . j}1，新じいりをEまってかえす主Tr金がめりまぜん。正男ほう伝生にめやまちま

一101'- ‘， 
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ー
しに。そ Lて，三日のめいt:.庭の草をかっ7こり，まき念わづ7こり、して，
叫働かすてもらいまし7こ。三日目の夕方i先生はp正男にその見をcr:さい

まし?ニo. ~ 
. 

a 、&一』 一 ..一-ー.-一 一' 四日5 ・‘

先生は正男のことを.どう

つ -1正直で感心f立工子r:三。 J¥・・.・

2 びんぽうで，きのどくだo.去さ1・:パーミf ιト

3 よくは?こら.く子?ご。

41本のiすきな子f:o

~l 5 ...1享1ヒ9;¥'0まさかかのじょうがな;ft:o''; "'.:. " ，-

=.:. b tこしのお・かめさんは，いつもよミシYをJぷんモじらっしゃいます。夜もお

tそ〈 会でしごとをしていJらっ'しPいま安o.わたしは.，.. おかめさんが病気に

なると心配なので， ー「オグ，かあさλがお休みにならなゆれば，わにしも眠ら

ないよ。 Jeいうと， r-r:のまれt:日主でド， rうしても作らないど悪い_V_" d>. t"" ~'-:) ...，-
のですよ。もうじきt:から，めなfこはおー休み。 Jeおっしゃいます。約束
をt:いじにまもる，え色いおrかめさんてと思います。

この女剖乍っfこ入が，いちばん感心しているのはEれでしょち。

1 からt:のじようぶなお「かめさん。
公 ミシンの上手なおかめさん。 、

3 約束をまもる，えらいおかあさん0

4 しごとのすきなおかあさんら

5ノ 病気のおかあさん。

/ 

四 なつうかしい家，なつかしい村の道てきす。おかあさんに食べさせにいL思っ

てうえ?こおいもは，もうみてやることもできませ札。しばらく ντ，私は

おながら，村は納町うげ道をの1まっていきましむあい!にし rれに
もあいません。村をふりかえるにびに，家が小さく小さくなっていきます。

この3たをつ〈っ?こ人はιんな気持でしょう o
1 ようやくなっかしい村にかえっ。てきた。

.2 .おかあさんをきがしに出fこげれI!.見つからナさびしい。

3 ザ iとうげの上から、村を見bろじ亡、ら， .家カ明、さくならんできれい

-.1但ー



t:っ7こ。 、ー.'
4・4 おいもが大き〈なっfこから，おかあさ、んに食べさぜてやり?こL、。?

5. :t，，-かあさんや住みなれに村とわかれるのがかなしい。

五からすか肉をくわえτ木の校にとまっでし汁こ。そこへきつねがきて， rか
らす;-~さん， あなfこの羽はきれてこと， きっとあな?与の声もし、L、でLょう

ね。 JどいっTこ。からすがし、ばって， rかあ。」去」声なくと，くわえて
い?こ肉が下へ落ちて，きつねにとられてしまっTこ。

J 
との話は E ういうこと .~私?こちにおしえているで bょう 。

1 肉やfこべものは大せつにしな・けtdまならない。
2 からすのよちにいい声が出せるといい0 ・

3 きつねのように人の物をとってはいりないO.

長 " ~，、いき になっ主いl:íる t ，からすみ?こいドしくじる。

5 きつねは‘す・るい。
加ながぎる

六尾長猿は，年を?とって，目が弱くなってきまl!..，1こ。が.J}.聞にもの話によ
め炉品、・ー

ると，その不幸さはさほど?こいし?こことではなく，眼鏡さえかければい心 / 

tいうことでし?こ。そこ:1'，猿は半ダースほεの眼鏡を手に入れまし七。
そして，それぞいろいろにいじbまわし，頭のてっぺんへおしつり?こか，

かいでみにち，なめてみ?こりしまいfこ。が，どうやってみても，眼鏡はな
喝ぐ lJこ号

んの役もしませんでし?こ。 Iちえっ，畜生め !Jと猿は申しましTこ。 I人
聞のいいかげんなで?こらめなどきいているや少はばかなん官。眼鏡がどう

かみ

のこヨのって，うそばかりっき時がって，そんなもの髪の毛一本の殺もす

るもんか。」尾長猿は， そこでいまいましさと口おしさから，カまかせ 、
に，眼鏡、を石fこ投げつげましに。眼鏡はこなみじんになって，ちかちかと

.光っ?こ1:けでし?こ。
この話はEんなことをいおすをしているので‘すか。

1 自のカが弱っても眼鏡石"かげればし、ぃ。
¥ 

2 人間ほいいかげI:t-0).ことばかりいう1ものr。

I 

3 ぱþ~ 1;よちのは、， 向分のまちがL、がわからないで‘他人ぞ悪くいう叫

4 人間ど猿とはやは.9ちかけ 0.'. 目‘~.e'---11 

-t，伺ー



5 . 猿でも 1~まれれれば腹lを立てる。 r

uわゆる頭のいい人は，いわば，足の早い按人のようなものである。人よ

h先i二，人のま?ゴ行かない所へ行きつくこともできるかわりに，途中の道

ばTこ，あるいはちょっとしにわき道にあるfじなものを，見落す恐れがゐ

る。頭の惑い人，足ののろい人が，令っとめとからか〈れてきて，わげも

なく?ごいじなにからを拾って行く場合がゐる。

この文はどんなことをいわずとしたのですか。

1 いわゆる頭のいい人の方がいい。

2 いわゆる萌の惑い人のI方がいい。
b 

3 頭のわるい人はのろいが，注意して進むから，t:いじなこ tを見
うし耳

炎わない。
t...? .r~ 

4 頭のいい人は大事なことを見孫して失敗をくりかえすものである

5 頭のいい人はちょっとしにことで， 1ごいじなζ 左右?見失いやすか

ら.~まをつげるがいい。
ベんe

正確な時計ができて，・す・いぶん便利tこなっ7こ。時計によって汽車にもまち

がいな'くのれるし，会合に4おくれないで出席できる。しかし，正確な時
聞を知っても，それを守ろうとする人がゐんがい少ないのは，おかしいこと

町弓

である。むかしは，停を地上にfこてて，影をうつし1:す日時計や，水や砂

の時計を侠っTこ。これでは，時間が正確にわからす~こまつにことfごろと

思うが，正確な時計ができに今日でも，むかしの人土問じ不便を感じる時

がゐるのはEうしてにろう。

作者はEういういうこ左右?最も言いにかっ?このでしょう。

1 ひかしにくらべると世の中はすいふーん使却になっfこ0

2 時計の進歩はすばらしいものである。

3 正確な時計ができてもそう便利でない。

4 時聞はよく守らなければいけない。

5 むかしの人は正確な時計がなくてこまつにろう。
とdとわざ

イギリスの謡に，馬を71<.にひきいれることはできるが，馬に*~のませ

ることはできないというのがゐる。それは，馬~7.1< 1こひき .する b こな こと は，

-1併ー



カの強いものならば， 1ごれ-;r:もできる砂れども o '~もこ 7]'(をのませるという

のふ馬が自分の心によってのむの七切れliでき恥。ポンフ可水械

の口につぎこんでもJぞれは7k.が馬の臨にはいヮ?こといえても ，馬が水を

のんでこh仁はならない。入にづいて志向じことがいわ円る。しかるに，

われわれは自，分の腹に水がポンフ・でつぎこまれにのにもかかわら十.. ， 71<. を

のん1:.，のん1:といっているようなことはない?ごろうト。

この文はどんなごとをいって4、るのですか。

1 -人は他の動物tちがって自由をうばわれることがない。

2 自分から進作でやっ?こことでなければ意義がない。

3 入は力の強L三ものにしいられると i望みもしないことをやるもの

?ご。

4 人はJ馬の自由をうばうことはできない。

5 なにととも他からしいられてやることは苦しいこと忙。

十 私のこれまでの自然に対する態度は，ゐくまでも動的でゐって， 1こえす・動
Ir再.1.ラ

いてこちらから求めなければやま刊なかっ7このでゐるが，奇妙巳も，こんど
・耳宮

は流れ;る水や川向こうの柳の林や， 1こ?ごょう雲のゆくえを昆ること?ごけ
じよラし帽

で，そ乙tこ無限の情趣がくまれるような気がするようになっ?こ。

この文はどんなことをいっているのですでか0 ・

1 前tこ政白保の美しさなどわか・らなかっ?こが，こんどは手に主るよ

うにはっきりわかるようじなっ?こ。， 
2 前lこは自然の美しさを自分からさがし求めたのでゐる先行、こんど

は?こに見ているにけで， '&の、深い味わいがわかるようになづ?こ0

3 流れる7J(.や川向こうの柳の林や雲のゆくえをみているし奇妙な

ー気がしてくる。

4 自然の美しさは，人の必の持ちょうでー変っていくものピ。

5 前tこは?こえす・動ぃτいるものを遣いかげていちが，こんどは静止

しているも Iのをじっb見τいられるような落着きがで・きたp
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'. }i I i生 、第 4章 1標本lの1抽出・¥、"
《

こ品調査‘は全県の児童生徒の学力の状態税11b"， ま(t~ その挙年金集団につい
ての平均主分散を知って学年ごtに基準尺度をつく ろう左するf"O)である。こ

のためには全数調査をおこなえばよいように考えられ1るが，これに丘多くの難

一 点が予想される。全数調査の場合でも欠席者によ4偏り ごヂスト実施条件の不
均一，児童生徒数が多い乙 Eかちくる種々の誤りのi昆J(等によって誤差ぞ伴う

口はまぶかれないU，その誤制;eの程度のもので・みれポ弘、ての客観的 .
な保証がなされない。

ノ

まTこ全数調査の結果からは一つの記銭が得られるにすぎないので，規準尺度

，を作って実際の学習指導をおこなう左きに標準化され七テストとして用いるに

は，・集団の法則をも(tの集団に応用する余地がなくなって〈るJその上実施iこ
れって的・費用 ・処理・日時等に3正大なもおを要する。 .

統計斜の上川精密な計画れと‘に， !母集団より抽出され?こわす・かな桜木

〆 につl:;'て: できる't-!~ザテス干実路条件の均ーをはがる E をもに，綿密な分析処

惑をす忍こ左によづて，客観的な信頼度を与えゼ， tl母集団平均値を'高い精民で

推定することは可能である。この場合，全数調査はも除や意味の1まいものt考
えちれるので，以下にのべるような桜本調査註を線用しTこo

4.1 調査対象と母集団の構成

この検注で昨 ・小学校・2・6・生・3・6年中学校 1・2・3年生についτ各学

年ご左に文章読解力を測定しよう主するも切であるから，調査対象は全県にお

ける小挙校 2・8・4・5・6年中学校 1・3・3年の児童生徒とし?こ。これらの

児童生徒について，この文章読解力検査を実施したと考え".. ，その得点、を標識と

して，各学年 ・4手問題ごtIこ，、児童生徒tこ等しい抽出確率そめたえて母集団を

構成し?こ。この't~ '.標本調査によって，この標識tこついての母集団平均を介 e

散とを推定し，県の規準をつくるごとが，この調査の目的である。

4.2 標本抽出の方法l
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昭和26年9月却日現在調査の結果による主調査対象さを究主主徒数は第4.1表の，

とかりでゐる。 .
〈7λ-.とー:

第4.1表 調査対象会児童生徒数

別I~J、学警 I 3 年 I4 年 I5 年 I6 年|樫f2字 I ~3 
煙生徒数I60699人I56787 I日制 I57636 I 5お25I 50646 '1 5917~1 捌 3

年年学

これらの見孝生徒は舎県iこ散存していて，芭援等しい確率?早~I丹能.~1事 貸

出するこ主は図書設なりでヘま?学校をい くてそカ寸前町ザ存伊桜本戦必か屯児童J

生徒を抽出する副次抽出法をを ずニ。 . そして副洋抽出掛ミキる精度の落もを~ょ

せぐにめに，是非校についてはこまかな屠別をほどこし，標識につい下の各学校

聞の外分散を小さくするとともに，学校の抽出lこ桝止州1m法討を得 まiL
児童の抽出に はラシ(1~:ふ η文タ ー ト iごはじまる系統的抽出法、愛用~\1こJ槙本の

無作為抽出iこはすべて乱数表を用い?と。

R 摩のi数

N 母集団総数

Ni : 

n 

第i居第二次抽出単花正s.s.u.)総数

桜本総数

1 f!:， 
河

ll; 第ill苦標本数

nij :第;ij-p.s.u第一次(抽出単位)甫標本数

x; :.母平均推定値

ん: 第ij-p・s.u標本平均

Xljl<: ー第ij-t..s.u中第k-s.9.. U棋本値

tする土
R ，1 ，_ nn R 1 

Z=守主-L: Nj' ~ -~ ~ Xij~=~ L: Ni L:九
日 i亨 1 j= I叫 Jk=1 •. ~ i=1 j=IJ 

ここに母平均の推定伎Eはつぎによって与えられる。

内'1

‘ 

T 
i~ 

a 

• 

.‘ 

， 

この主きj居の抽出を確率比例抽出法を用いるので 五の確率平均ば母平均E

一致し，上の式に よって与え られる母平均の推定値はその示偏推定値となる。

宇

ま?ここの式では唐に重みをつけるこをが必要となるがp標本割当に比例割当

N， N 
御用いると，すなわち五;?=τ

-107 -0-
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、

ト上の式に主っそ与えられ日平均の不偏推定値切

f R 1 .， Ru :;. 1';:::'~， ~ :.1、J
X=ー芝NI~τ-~ :::S Xljk 

i=1 j=1 ."J k=l 

， R I nsj 
=十三:::s ':::8 u:世
- i=ljデ 1k=l 

fな~ ，この式の右辺ぽ 唐に関係なく標本~単純に集計し1:その平均値をあ

ら"bぜばよい乙kを意味する。このようにすれば計算は非常に簡単になる。そ

こで各層よから学校を抽出せる・のには確率比例抽出法を用い，学校から標本児童

生徒?をi抽出するーのには比例割当法制日いることにした。

標本数の決定

. 標本児童生徒数~rの程度にしにちょ L、かは変異係数を何%程度はおさえに

ら~いかによってきまる。 t ころが母集団変異係数の推定はこないし三回の予

備テストでは困難であり，ま七この文章読解力検査ど同時i二おこなわれTこ，小

学校 4・5・6年用算数標準学カ検査および小学校性格行動評定尺度の作成の

?こめに，ここで得られた棋本児童生徒について b三種の測定を試みようとした

とくに母集団変異係数の推定が困難色なつに。そこでにとえばある問題

について正答者に 1，然らさるものに0をあ?こえ，このようにして個々の問題

に対する見室生徒め反応に，、1・0を対応させる と，こ.の槙識についての母集団

平均は，母集団で1をも っているものの割合を示すことになるから、この棋識

についての母集団平均含推定する立場で桜木数を決定しに。つまりこの1・0の

棋識について母集団で1の楳識をもつものの割合が全体の5%であるものが，無

4..3 

ので，

の間)こ入る確率が95作為掠本の中に L 土 1.5.%，0).幅をゆるして 3・!?%-6.5;乃，

%となるように，棋本数を決定し1=。暦別は精細におJこなって~，るので，桜本

-t・

¥{"; 

. . 

率答正団

・

集

-

r

母は

戸

nr 
し七

-1Uaト

， 
〆

. 
霊

ーミ

三三0.015

~ 

」

平均の棋準偏差 σp
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ド=回op=O.05 è おいてt:l~831 を得るから安全ぞはかつて 0=10∞ 
在することにし?こ。

ζ の場合の母集団~::b'りる変異係数 C.V(pう は

/N-n pく!....，p〉 ‘ 1.

: cy(p)=Iて 7 ザ抱一十日E
であらわされるから，この変異係数および母集団比率の95%信頼度での信頼幅

を図示すると，第生咽のようになる。これより母集団を.5，%此合表れるも件

については，この棋2件数で精度は5%の問題よりよくなることがわかる0-

，第4.1図

標本数 b二1ωO Iこおげる変異係数e.95-% 

信頼度での信頼幅の分布ー
'、，. ，一
、

向、

4.4掌枝の層別

竃‘・."・ ー

-; " 、 r ~ 

11現Ifl
z二二三""""ζ

_" -叩“

.!..:，_.I_'同・..~.， .. ・ 川弘

ごτーヨ'.¥，t_. ‘ 司 4 ・ t !l-

『ミミ:::::".

~O 70 10 '0 _，1Ib 

" 

4.2でものベ?こようlここの抽出iこは副次抽出法を用いたので， この方法によ

る精度の経ちをできるだ的、せぐにめには，各屠におりる学校聞の外分散ーを小

きくしなければならない。このにめには同じような得点平均値をもつような学

校を集めて唐をつくる必要がある。

ここiこおいて学校唐別の基準として見叢生徒の文章読解力に影響を与えてい 1

る要因~芳える必要がある。まにこの検査と同時tこ閉じ標本児童生徒について

守実施される予定の前記算数学カ検査.小学校児主主の性絡行動の評定記述尺度の

fごめの条件をも考えて，この要因主してつぎの三つをとりあげ官。

‘(1} 地域的文化環境

-109-



(2) 学校単位の児童生徒の保謹者の産業構造

(8) 学級数

ま!す3全県を?行政区画単位に農耕地率漁業世帯率によっτ 山村・平山村 ・平
村 工漁村と四唐に 町は人口 9，000を境にして 一小さ ij:llIf..大きな町の二屠

ーに，市は人口1∞，000人を境iこレて 新潟市を除く市 ・新潟市の二屠に，合計

八屠の第一次唐をつくづfこ。 t:t:じ村の暦別iこは農耕地務て漁業世帯主容を主iご

4tこが。苦φ他i二実際状況をも勘案レTこ。 υ ・ト '1 

つぎにこ-ω第ーム次屠内を各学校単位iこ芦れぞれ児童の保議者の産業構造と学

綾数を考慮して第二次暦にわげに。 この第二次居別の方法は，各学校単位1;:第

一次産業率 ・第二次産業率 第三次産業警を算中し.I第4・?図のよ5に三角図

... 表をつくり Jその産業構造の近い挙校をまとゆfこのである。 (第一次産業は農

引， -業・林業・水産業毛第二次産業は製造業・鎖業，第三次産業はそれ以外の産業

を考え， その2容は そ・の車業に従事する人が金有業人の何%~占めるかを算

出し?こ。)まTこ辰巳ょっでは学校の規模も相当!におもくみに。 このよ うにして

小学校52居中学校叫唐を得?こ。 ー， 

第4.2図 学校層別むため三角図表の一例.

:l 第i屠
iO 1<:一一，て一一一k

自rc人。宇OqO車靖)
70 

へを白， . 
:，，~ ~ 

v 、

'“ 

，1，4 ‘ ・ ‘

. 

;， ~ . 10 

.、、f
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4.5 学校および見童生笹の抽出 。

4.2で述べTこよ うに学校を確率比例抽出し，棋本割当日‘胎例法を用いれぽ，

-110ー
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各見窓生徒は厨に関係せ十，みな等しい確率で抽出されることになる0・

そこでますも第二塗唐について，各府から確率比例抽州法によってーケ校を抽

品し，、その標本学校から各居の児童生徒数に比例して，棋本児堂生徒数を抽出

しt:。それぞれの抽出には乱数表を用いた。 その結巣は第4.2表のとおりで
ある。

なおこの章のさらに詳細な記述については，

「当研究所研究紀要第一築 学力検査作成についての根本調査法」

この研究紀艶こつづいて近く針され込

「当研究所研究紀要算数棋i修学力検査一小学校四・五・六年共通用の第三

章J-'を参照されfこい。
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第4.戸表制 標本学校および標本児童生徒の割当

1 -

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

泊

30 

31 

32 

33 

'34 
35 

J /J~ 学 .・ 校 の .部

郡 市‘ 学 校同|錨 |拍一蹴
末 年 |昨年

110 中 頭

120 南 魚

130 11 • 

141 刈 羽

南 務

143 中 頚

151 古 怠

152 中 魚

153 東 頭

161 ゴヒ 務

162 . メ日 羽

163 西 頚

171 中 魚

172 H 

180 ;ft 魚
I 210 靖， 船
221 佐、 渡

222 西 蒲

231 中 頚

232 佐 渡

240 中 t 顎

310 中 務

320 中 顎

331 中 蒲

332 中 頚

333 世ヨ 蒲

341 11 

342 ゴb 務
351 西 蒲

352 ゴじ 蒲

360 直 著書ー

411 ゴt 務
412 刈 羽

420 西 蒲

510 佐 渡

t中 郷l

浦 佐

上 関

北 条 中央

笹 岡

大 j谷琵
東

貝 1 ー野

府、

}II 東

増 田

南 西 海

高 ，道 山

真 回

様 根

筏 谷

畑 野

竹 野 町

菅 原

小 倉

山 部

菅 名

^ 千 浦，
新 岡

上 雲 寺

木 津

庄 瀬

竹 島

小 瀬

下土地範、
七 穂

松 浜、

荒 浜第 二

越

河 原

部1
田

-112-'-、

- 11 15 124 124 11 
12 6 67. 71 

11 18. .79 ， 
12 29 87 86 

6 23 42 

6 23 28 28 • 

12 30 81 82 

Il 17 69 70 

6 15. . 30 30 

12 11 85 84 

11 1マ 52 54 

6 21 29 29 

10 19 37 37 

3 13 32 32 

6 14 21 21 

7 15 4'4 43 

12 28 85 86 

9 15 77 81 

12 20 66 66 

8 18 38 l' 38 
8 13 52 52 

10 23 54 1. 55 

17 21 125 128 

13 . 25 99 97 

10 15 67 68 

7 18 ' 52 51 

14 18 117 117 

7 18 47 .45 

10 17 61 61 

4 14 21 21 

6 15 48 48 

19 12 134 135弘

6 18 33 33 

ぜ6 9 91 93 

12 20 74 81 



‘『

喜|層番号|郡 校 |学級数作者塁塁k:出校6年兇麟
木 本年|昨年

36 520 西 蒲 曾 '根 17 28 133 139 

37 530 一 島 高 梨 6 3 27 27 

38 611 中 ー頚 豆呈 江津 37 36 ト 316 312 

39 612 中 ?議 白 根 28 

' 
22 239 239 

613 北 蒲 7K 原、 22 13 1δ4 160 

41 620 西 苦著 内 野 28 33 222 224 

630・ ~:“.，・2 ・ 東 31 
P 

36 265 217 1/ 

43 640 北 魚 回
， }II、 6 8 58 58 

44 650 1/ 池 ケ 野、 3 
、
14 21 21 

45 711 '新発田 御 免 町 30 25 262 ヨ59
46 712 1/ 9ト ケ 輸 37 20 ~. 226 

4-7 720 一 条 裏 宣官 24 36 207 

730 新発田 猿 橋 13 ! 18 173 108 

49 740 1/ 中 升ニ 6 ー8 52 52 

50 810 新 潟 大 焔 15 39 121 119 

51 820 ". 長 嶺 22 36 165 167 . 
52 830 1/ 上 所 13 10 65 77 
トー一一一一

計 | 1008 

詮 学設数，層の児蜜数は，昭和25年10月5日現在で 1.2年作省略されてい
る今本年の児童数欄は昭和26年11月現在。抽出学校6年生児童数欄は，昨
年の己年生と本年の6年生をくらべたもので，大きいずれはないとみてよ
い。主主欄は不備の学校。

t 

第4.2表 (2)

中学

標本学校および様本児童生徒の割当

校・の 部
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一
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4
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一

一
1

1
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1

1

1
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一昨
一

一
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一

2
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1

8

8

0

一

一
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よ
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よ

η
L
q
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U
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η

4
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l
l
-

鰍

一
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日

9
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U
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一
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一
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綴

塚

泊

穣
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箆

0

・

潟
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安

赤

大

外

企

菱

祈

太

魚
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頚

渡

島

魚

頚

顕

頚

志

コ
一
中

中

東

中

古

q

U

4
喰

1
ム

勺

L

q

a

-
噌
ム

m
m
U
M
A
UF日

暑
相号番層

遥
替

l1Q 1南

120 1:東
131 I東
132 I佐

星

池

11 

6 

25 

29 

107 

69 

127 回

119 

104 

ロ9
68 
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為

喜|局番号|郡 校 | 学鰍 lL装 I~旦主宰竺
11 1 152 古 志 4 上 塩 谷 、 8 1 22| 72 72 

12 153 中 頚 寺 野 5 ' 16 51 59 

13 160 メリ 羽 山 横 沢 42 42 

14 211 南 務 ，[‘回 上 15 18 242 241 

15 212. 中 頚 春 日 25 177 179 

16 ，213 一 島 島 田 6 [ ]6 101 1Q1 

17 221 南 魚 中 之 島 10 30 168 168 

18 222 中 顕 水 上 5 29 68 67 

19 311 西 務 昇主 時 20 17 334 339 

20 .... 3ユ2 中 蒲 新 飯 田 5 20 61 60 

21 321 ~t; 蒲 中 浦 12 I 22 204 204 
22 322 中 顎 東1 回 l~ '1 18 183 181 

23 323 ゴ七 務 佐 々 木 9 ・ 16 127 127 

24 324 メリ 羽 ゴむ 鯨 石 6 109 102 

25 330 南 蒲 本 成 寺 9 、 32 132 133 

26 340 中 蒲 Eラ，..に・ 官 根 6 28 85 85 

. 27 41ユ 佐 wt カ日 茂 8 13 140 137 

28 412 商 顎 大 和 JII 。6 12 63 74 

29 413 If 木 滞 3 I 6 49 49 

30 510 佐 i度 雨 i1Il: 13 16 225 226 

31 521 島 片 ，貝 12 35 196 195 

32 522 中 魚 ご「・ 一一一ア 8 13 137 136 

33 610 中 顎 I豆，江 t*; 23 43 468 455 

34 620 中魚 十 iヨ 関I 49 
329di 7 

357 

35 631 中 蒲 須 戸 19 29 299 

36 632 中 頚 i荷台 時 15 I 20 239 241 I 
37 640 ゴヒ 魚 .凶〔 5 15 62 60 

38 710 長 岡 東 32 23 609 613 1 

39 720 柏 t時 粕崎第一 20 35 357' 351 
， 

40 730 " 柏崎第三 15 、戸 260 • 

41 740 新 I塗 摂津第二 10 198 

42 810 新 i潟 一 事長 29 44 644 631 

43 820 栄 29 

;EJ』
H -jiJ・ 24 

l:( 8.30 1/ 中 野 山 6 7 

1001 

官主 学級数，生徒数は・昭和25年10月5日現在で 1年ヨ年は省略されている。
本年の生徒数欄は昭和26年11月現在。抽出学校2年生数慨は，昨年め1年
生と本年の2年生とをくらべたもので，大きいずれはないとみてよい。
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第 5章標 準 イじ

ノ

5.1 本テズトの実施
/ 

本テス トは iミiH章でのべ?こように，居化副次無作為抽出法によって 全然

下から抽出されに各学年約1∞0名の421本見1芝生徒について実施し仁。 会所員
が抽出是非校仁川向いて こまかい打合わせを行い，昭和27年 1月五日より25日

の聞に実施しに。

I 賛施上のー般的条件

1.ζの検査に先立って， 特別な練習をしないd

2.検査時刻("X.児童生徒のあまり波労しない時聞をえらザ午前の第二時限に行号。

AとBの聞に休憩.時間を10分間とる。

3.検査湯は，児童生徒が平素の気持で十分実力をあらわし得る場所， したがって平 、

索の教護で行う。

4.問題の解答わしかたは全員に徹底させる。 このため用紙中の“練習"によって鋭

明すると共に，特に理解のおそい者には個別に相談をうける。

&問題の解き方についての質問はちけてもよいが，問題を続んでやった'り， 字句の

説明その他の暗示的危ことは絶対にしなL、。

6.時聞は正確に実施する。
、、

1 検査時 間
検著者時聞は第5・1表のとおりである。

第5.1表 ・テスヒ検 査時間一覧表〈単位分〉

¥テ¥スハ¥ 学寸年|小ニ 学 校年1= 年 |四 年 |五六年 |町三年
テストえのー 20 17 17 :w ， 

テストそのこ 22 16 11 17 20 
1 9 .... 

一
25 20 17 20 

-115ー



¥ 
K 

E テストの指示の しかた
小学校2年生に対する指示のしかたは後掲する。ふ学校3年生以上に対しては次のよ

ろな指示のしかたをした。

・児重生徒には鉛筆二本以上と消プムを用意させておく。

L これから国語のテス トをやります。 先生の言うことをよ〈きわ先生の言ヲ通ケ

にして， 落葉いて ま%がわぬよろに，できるだけ速〈やってくす三さい。

2. 鉛径と消ゴムのほかは机の中にしま って¥jE-さい。

I 3・ これから検賓用紙吹くばります。表紙を上にしておきなさい。問題を読んではい

けません。

一一テスト用紙Aをすみやかに〈ばる一一

4・ 番号， 名まえを書きれなさい。 男子は男を，女子は女をOでかこみなさい。

5. 出生日を主主きいれなさい。

6. 学綾名，学年，学紋名を揺さいれなさい。

7. 検査日を謡きいれなさい。

一一全部品守おわったかどろかを確かめる。一一

& これからTストのしかたを説到しますから， ょ〈聞き まちがえぬよろにしなさ

L、d

仔) r用主主Jで鉛筆をもち「始めJ.で容'(a rやめ」で鉛筆を机の右におく。

(0) 問題は呑号の!頃にしなさい。 じかし むずかしいのがあったら あとに残してす

， すみ，11寺聞があったら あとでしなさい。

内 よく考えて答えなさい。問題の意味をとりちがえぬよちにし悦ぃ。、少しもわか

らないゆに，でたらめにOをつけてはいけません。

科人のものを見てはいけません。

同 テス円は「そのーJrそのこJrその三Jにわかれています。まず「そのーJ次に
「そのニJlO分やすんで「その三」を行います。

「テストそのー」をやっている時に「そのこjを， rそのこ」をやっている時に

「その~J を， えてはいけません。

テストその-

9. rテストそのーJは，文を読んでその文が何について省いたのかを考える問題で

'1-，その文に書いてあることのちち いちばん大事なことは何かをさがす問題と

いってもよい。また大立をとる問題といってもよい。 それぞれゐ文に問いが奮い

-1t6ー



ミぞ

てありcぜんから〆まちがえむようにしなさい。
答は五つずつありますから， 耳ーつのうちいちばん よいと思ちものの番号をOモ

かこみな島、。 (3・4年のみ〉答が絵で書いてあるのも的ますから よいと、

思う絵の右上の番号をOでかこみなさい。

Oは一つだけつけるのです。二つ以上つけたらまちがいにしま寸。

10. 練習をしてみましょう。

一一練習問題について説明する。 0のつ吋功、たは必ず板替をして説明する←ー

11. 問題は10題です。くこの時「そのー」が何頁までにわたっているか概観させる〉

時間は(17分〈小4.5.6'の 20ゆ〈小3年)C中1.2・3年)Jです。

12. r用意3一一「始めJ- rやめ」

テストそのご

12. rテメトその二J，1:交のこまかい部分がわかるかどうかをみ!る問題です。それぞ

れの文に問いがありますから よく読んで考えなさ¥，，-。答l主主つずつありますか

らいちばんょいと思うものにOをつけなさい。 Oは一つだけつけるのです。

14. 問題は10です。

くこの時 「そのこ」が何頂までにわたっているかを概観させる〉

時聞は(16分〈小4年)17分〈小ラ.6.年)20分(小3中1.2. :3年犯です。

ユ5. r用意j一一「始めJ rやめ」

テストその三
r 、

一一テス ト用紙Aをあつめる一一

一一10分間休む一一

14. rテストその三」をやります。

用紙は表紙を上にしておきなさい。問題を読んではいけません。

ー一一テスト用紙Bをすみやかに〈ばる一一

)5 番号，名まえを筈きいれなさい。男子は男を 女子は女をOでかこみなさい。

16・ 「テストその三Jほお川こ作者の知品交の主人公の気持を考える問題で

す。交の中心思想を読みとる問題といってもよい。文のそれぞれに悶いがありま

すから，工〈読んで考えなさい。答は五つずつありますから. ¥， 、ちばんよいE

うものにOをつけなさい 0.，0は一つfi.けつけるのです。
17. ( 3・4年のみ〉練習をしてみましょう。

一一練習ー・二についで説明する--

-117ー
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18. 問題は10題です。 くこの時「テストその三」が何頁までにわたっているかを概観

する〉

時聞は(17分く小5.6年)20分く小4.中1.2. 3~f) 25分〈小3年))です。

19. r用意」一一「始めJ 「やめJ

20. とれでテストを終りました。

一一テスト用紙Bをあつめる一一

小母校 2汗生ζ対する指示のしかた

児童数15名J;}，よの際は補助員をつける。

1~8同までは前項に同じ。

9. それぞれの文に答が三つずつありますから， そのうち いちばんよJ、と思うもの
の番号にOをつけなさい。Oは一つだけつけるのです。二つつけても三つつけて

も まち泊;いになります。

10・ 練習をしてみましょう。

二一「練習ー」については，用語「どのえのことでしょう」の意旅をはっきりさ

‘せる。 r練習ニ」については， 用語 rtf.いじなことをさがしなさい」の意味をは

っきりさせる。

Oのつけかたは板警により説明，補助員もーしょに一人一人について二つ以上つ

1 けている色のがないか よ〈し仏ペる。

11. 問題は10題時間は19分です。

12. r用意J一一「始めJ 「やめj

13. これでテストを終りました。

一一テスト用紙をあつめるーー

、. 

1・
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町採点まま

笑施し?こテス ト用紙は，そのま10m究所へ送っても らい，採点は研究所で行
っTこ。

伝屯

各問題 i点とするo

正答荻は第5.2表のとおりである。

第5.2表 正答一覧表

ミミ雨時l ~ ト | 三|四|五 | 六|七いい lõ
ィ、n" 

-1 2 I 3 j 2 I 3 I 1 
3陸1 3 

5 1 

! 1 2 I 4 2 5 
4 I 2 1 3 

i|主
1 5 2 5 4 

4 2 3 5 1 

3 4 3 1 2 

4 

2 その二 2 5 I 1 4 I 3 

3 その三 2 1 I 3 5 I 4 

5. 2 本テストの成績

本テストの成績は第5.3表のとおりでめる。

第5.3表 アス。トの成績

2 1 2 1 3 1 2 I 1 
2 5 3 4 4 

4 1 3 4 

1 2 4 5 2 

3 1 2 3 4 

4 3 5 3 4 

4 5 2 4 2 

2 3 

4 

3 I 5 4 2 

元そItj~ 年 1 3 年 14 ~ 15 年 16中年I2 年I3 年
標本平均 | 15伺| 17.79 

1偏票ヨF標差準I 5.23 

君臨5質問 n|1452 11433f485jf79 11410 !日51 3i1748 
-5.221 -15.64! -18.131 -15.511 -17.471 -14.661 -16.131 -18.10 

到逮精度I0.0叫 。 ~19 1 0.010 1 I 0叫
標木生キ丸1 9731 1叫 10041 附 1 10ω| 附 1 1州 998 

時同号先印州問71ω841 576判 538251 506461 59叫 552131
備考 ・小学校2年は10点満点，小学校3年以上は30点満点。 ・母集団総数は，
昭和26年2月初日現在。 ・精度は変界係数で表わされている。
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5.3 品l等尺度 、

この是非力検査の目的は，第1章にのべTこように，本県の国語学力の実態を知

るfこめと，笑際の国語指導に利用できる標単化されたテストを作るこ t.t.の二

つであっfこ。この目的にそうにめにはテストの得点はそれfごりでは意味をなさ

ない。それぞれの得点の他の得点主の関係にか、ける相対的な位低が客観的に示

される必要がある。 そのため偏差値 CT.score)パ{センタイル，段階法を用

L、fこ。 、、

小学校 2年生mのちのは大体正規分布をなしているので，偏差値亡よってさ

しっかえないと忠われるが，小学校3年生以上のものは同一問題全2ないし 3

学年に実地しに?こめ，学年によっては平均通過率50%をやや上まわるものがで

きfこ。これは計画の当初かも当然予想されていにことであるが，このような学

年では符.点分布曲線の正規性がみてれてくる。そこでパーセンタイル規準を用

い，これを主規化するfこめに正規曲棋におりるその得点の位置に換算し?こ。そ

の得点以下の得点をとっている被験者の百分率を σに換算しにものである。

この方法によればもとの分布の形に正規性がなくて も，新?こiこ得られた分布は

正規化されるわりである。(しかしそのような学年でも参考のにめ偏差値も算

/1"¥して附言己しに〕

評定段階は， 1σ1段kする五段階法によることにしfこれ

これらの偏差値，パーセンタイルとその σ 換算およびJ括支階品等表は第

5.4表，第5.5去のとおりである。

1 
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第5.4表 (1) .偏差値、バーセンタイノvσ 換算表
く小学校〉現2 年 | 年 l 年 5. 年 6 年|

偏パタ |偏パタ |偏 パタ 115|σil;1σ| 言 lj; | 詰 I;~I σ | 言 lj;σ
0 お 2 白 11-2.田 l1802師 21 1 0 1-2.8711 17 1 0 1-.3.99 

1 I 30 1 5 11 24 1 1 1-2.3311 20 1 1 1-2.33 23 1 0 1-2.6011 19 1 0 1-3.58 
? 

2・ 351 .1211261 21-2.06:1221 11-2.33 251 11-2.3311 21 1 01-3.17 

3 39 28 21-2.06 24 1 1-2.33 27 1 1-2.33 23 o 1-2.76 

4 44 30 3)-1.89 26 2 1-2.06 29 • 2 -2.06 25 1 -2.35 
、、

5 49 32 4 -1.76 27 31-1.89 31 41-1.76 27 21-2.06 

6 54 73 33 6 J-1.56 29 4 -1.76 32 51-1.65 29 31-1.89 
7 58 86 35 91-1.35 31 51-1.65 34 8 1-1.41 31 5 1...1.65 
8 63 95 '37 12 -1.18 33 71-1.48 36 13 -1.13 32 6 1-1.56， 
9 68 99 39 16 -1.00 34 81-1.41 38 17 -0.96 34 91-1.35， 
10 72 100 41 21 -0.81 -36 11 -1.23 21 -0.81 36 Jl -1.23 

11 43 26 -0.65 14 -1.09 26 -0.65 38 15 -1.04 

12 44 31 一0.50 18 ー0.92 ‘'44 31 一0.50， 40 19 -0.88 

13 ，46 36 一0.36 22 -0.78 36 -0.36 42 26 -0.65 

14 48 45 -0.13 27 -0.62 43 -0.]8 44 32 一0.47

15 52 +0.06 45 32 一0.47 50 。46 37 -0.34 
16 1152 59 +0.23 47 37 -0.34 51 57 +0.18 48 43 -0.18 
17 53 67 +0.44 4'8 44 0.16 53 65 +0.39 5p 49 -0.03 
18 53 74 +0.65 50 51 +0.03 11 55 71 十0.56 52 57 十0.18

19 57 79 +0.81 52 57 +0.18 77 十0.74 53 64 十0.36

20 3 58 84 +1.00 54 65 +0.39 59 83 +0.96 55 70 +0:53 

21 60 87 十1.13 56 73 十0.6211白61 88 十1.18 78 +0.78 

22 62 91 +1.35 57 79 +0.83 92 +1.41 59 84 +1.001 
23 64 93 十1.48 84 十1.00 65 96 +1.76 61 89 +1.23 

24 66 96 +1.76 ¥i 61 89 +1.23 1167 98 十2.06 63 92 +1.42 ¥ 

25 67 1 97 1+ 1叫63193 +2.33 65196 +1.761 

26 69 I 98 1+2.06'11 64 I 96 +1.7611 70 1100 十2.60 67199 
27 + 2.06 11 72 1 100 十2.87 69 1100 
28 73 1100 '+2.60 I1 68 1100 +2.7011 74 1100 +3.14 71 1100 +3.14 

29 ャa.341176 1100 +3.41 72 1100 +3.581 
36 76 11001+3.1411 71 1100 + 3.9811 78 1100 十3.68 74 1100 十3.99



第5.4表 (2) 偏差値、 バ ー センタイノvσ 換算表
〈中学校〉

で保? 1 年

2 年 3 年、

差値偏

パタ

値差 z L ィ σ 差 1 ィ σ 1 イ σ 
{富セY ル

セ
γJレ ヅル

。21 。一3.22 19 。-3.22 15 。-3.99 
1 23 。-・2.93 21 。-2.93 17 。一3.67
2 25 。-2.64 23 。-2.64 19 。-"3.34 
3 27 1 1 一2.35 21 。-3.10 
4 29 2 :-2.06 '1 27 ， I ， l -2.35 23 。-2.68 
5- 31 3 2 一2.06 24 1 -2.35 

6 33 6 -1.56 iI 31 4 -].76 26 1 -2.35 、
7・35 9 1.35 33 6 -1.56 28 4 -1.76 

8 37 13 -1.13 35 R ー1.42 30' 5 -1.65 

9 39 19 -0.88 37 12 -1.18 I 32 7 -1.48 

10 41 24 '-0.71 39 16 -1.00 34 10 -1.29 

11 43 29 -0.56 40 21 -0.81 36 14'・ -1.09 

12 45 35 -0.39 42 26 -0.65 38 17 -0.96 

13 47 -0.21 44、 32 -0.47 i 40 21 -0.81 
14 49 50- 。 46 39 42 26 -0.65 

15 51 58 48 46 -0.11 44 32 -0.47 

16 53 66 +0.42 50 53 +0.08 45 39 、-0.28

17 55 72 +0.59 52 62 +0.31.1 47 45 -0.13 

18 57 79 +0.81 54 68 +D.47 49 '52 +0.06 

19 59 84 +1.00 56 74 +0.65 51 60 +0.26 

20 61 89 +1.23 58 卸 +0.85 53 67 +0.44 

21 63 93 +1.48 60 86 +1.09 55 74， +0.65 

22 65 95 +l.65 62 91 +1.35 57 80 +0.85 
23 68 97 十1.89; 64 94 +1.56 59 85 +1心4

24 70 98 +2.06 66 97 +1.89 61 90 +1.29 

25 72 99 +2.35 68 98 +2.06 63 95 +1.65 

26 74 100 十2.68 70 99 .+2.35 65 97 +1..89 

27 76 • 100 +3・011 72 100 +2.76 66 98 +2，06 
28 78 100 +3.34 74 100 +3.17 68 99 +2.35 

29 80 τ6 100 +3.58 70 1∞ +2.64 
30 82 100 I +3.99 78 100 +3.99 100 +2..98 
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第5.5表 (1) 等 表
ω、学校 2 年〉

口
山口

備 差 fi!1 バ ー セ γ タイ Jレ 評 定 段 階
守.

6 4以上 96以上 + 2 

55 -i 3 .74-95 + 1 

45 - 54 。
一一一一一

31-44 ' 6 - 35 - 1 

30以下 5以下 一 2

第5.5表 l2l ロ
U口 等 l 表

く小学校 3-6年〉

備 蓋 J直
!評定段階lσ パーゼユ/タイノレ

3 年I5 年16 
94以上 165以上|臼以上 |叫上 165以上 1.+2 

69 - 93 |55 -641 55 -63 I 54 -63155 -64 1 + 1 ! 
31 - 68 144-54145-弘 144-53144-臼 | 。
7 - 30 1 ~-~læ-44!æ~~ l æ-ß I ~ 1 

~ 1.5宋満| 6以下 133以下 132以下 132以下 |叫 下 I-2 

第5.・5表 131'・ 等ロ
ロロ 表-

〈中学校 1 - 3年〉

備 差 値
σ 

年 12 年 I3 言f'定段階
1 年

+ 1.5以上 94以上 I 64以上 164 以上~以上 | 5 
69ん '93 1 55 _ 63 1 55 - 63 I 55 - 62 I 4 
31 - 68 I 45 ~臼 I 44戸 54Iω~臼| '3 
7 - 30 134- 44 1鈍-43 1 32 - 43 I 2 

i -1.5末前| 6以下 1 33以下 I33以下 I31以下 、| 1 
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第 6章結果の検定

6.1 検定のための再抽出一一第=衣標本の抽出

結果の検定検こなうのlこ，各学年約1(¥00名の第一次桜本ぺらその胸約

500;sの第二次標本を抽出し約GOO名句第二次椋本について検定をおこなった。

第二次松体の抽出は各学年各学校毎tこ児主名簿からア ト?ランダムに抽出し

?こ。この第二次標本が第一次桜本の代表として適してふるかEうかをみる?こめ

， Iこ 平均:to-よぴ分布を比較すると第6.1衣(次頁)のようになる。

この結某からつぎの二つのこ主がいえる。

。第一次官~*t第二次棋本主の分布はきわめてよくにている。

O第一次根本と第二次槙本Eの平均の差はさ一わめて少なし、。

そこで之の二つについて，第二次標本が第一次棋本にどの桂度適合している

か，適合度の検定を行ってみる。

分布について

二組の度数が適合してLCる左いうのは，観測による二組の度数が，ある理論民

的な度数に対応する一定の母集団かーら抽出立れたものでゐるい、うことが，検

定の結果不当主されないならば，この二組の皮数はその検定について適合して

いるということができる。

これを確~る7こめには が一検定ぞ行えばよい。

~b. r¥_-f..... _ I ~ ，/  nZ 
第一次棋本分布α1より理論分術α1=αlXーーを求め，適合度を測るものと~

nl 

しての統計量泌を計算すれば，このがが0ならば迎論値との完全な一致を示

し，ぞれが大きくなればなるほど不一致の程度が大iきいiことを示す。ぞ乙でこ

、のよ うな実験を何回かく bかえし， その根本の χ2'を計算して相対度数表に分

類すれば，X2のいろいろの値の範囲がそのような 笑験のなかにあらわれる確

率を知ることができる。今の場合第二次棋本分布向の fの値を求め，それ以

上の fの値がえられる確率をさが一分布表より求めれば，その確率が高ければ

高い程，この程度の fの植は偶然としてもしばしばあらわれる乙 Eになり ，

.二つの標本分布が適合しているといーうことができるわけでゐる。
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第 6.1表 (1) 第ァ吹標本と第二次標本の成績上じ較表

芯
ω
1

得a区間点

2・ 年

tl点品写E目E 

ノ』、 3 壬手 4 年 5 年

第一次標本i釘二次臨 ; 第よ次標本1第二次根本 第一次駄 l第二次帥第一次帥l第二次標本
n I % I n 1 % I n I % .1 n 1_% nl % fnl%  Inl%  In 1 % 

。 19 1.95 7 1.4~ 。-3 22 2.19 11 2.25 13 1.29 8 1.63 10 0.99 6 1.20 I 
2.87 4.09 18 3.69 2.39 4.39 1 34 3.49 14 4 - 6 41 24 12 2.44 43 4.27 22 

2 62 6.37 31 6.34 7 - 9 98 9.77 44 9.02 48 4.7'8' 24 4.88 117 11.63 68 13.57 

3 88 9.04 42 8.59 10 - 12 146 14.56 72 14.7g 97 9.66 47 〆9.65 145 14.41 65 12.97 I 、

14.18 4 138 65 13.29 13 - 15 216 21.53 114 23.37 143 14.24 62 12.60 190 18.89 89 17.76 

5 207 21.28 112 22.90 16 - 18 216 21.53 112 22.95 183 18.23 97 19.72 210 20.37 

6 161. 16.86 77 15.75 19 - 21 137 13.66 61 12.50 222 22.12 12，y 25.19 167 16.60 I 90 17.96 
7 120 12.33 69 I 14.11 22 - 24 36 7.38 163 16.24 70 14.23 102 10.14 49 9.78 

B 72 9.46 49 10.02 25 - 27 34 I 3.39 17 3.48 95 9.46 42 8.54 22 2.19 10 2.00 

9 38 3.91 28 - 30 10 I 1.00 3 0.61 、16 1.59 6 1.22 。 。。 。
1.13 10 11 5 I 1.02 

計 1003 488 100" 492 1006 501 
4 計 973 489 『

平 均 5.09 5.3 平 i宅l 15.08 15.03 17.78 17.68 15.1_8. 15.06 

標準偏差 2.13 2.07 標準偏差 事5.52 5.37 5.66 5.63 ， 5.28 5;39 

信母平頼均限95界% 4.96 母信平頼均限95_9-罫6 14.52 17.43 14.85 
. ~ 

. 
-5.22 -15.64 -18.13 t、F、‘ -15.51 

/ 、

〆 / 
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第一次標本と第二次標本り成績比較表

得
点
区
間

小 6 1'p I 中 1~ I 2 年|山 3 伊

第一次標本 l第二次標本 |第一次駄 |第二次標本 同 一次標本 |第二次標本|第一次標本|第二次根本
1 -% I n ~1 n I % 1 n 1 % I n I % 1 n I % 1 n 1 % 1-百二1%

第6.1表 (2)
， 

0.20 

1.01 

1 

5 

11 0.10 

i3 
0.79 

2.97 

4 6 I 0.60 

3.48 
0

1

3

 

C

U

4

9

F

O

 

-

-

-

n
U
A後

qo
喝-よ

3 6 I 0.60 0.40 2 

15 

3 I 0.30 3

6

Q

 

。~
....1.30 

6.01 

15 

35 

35 

84 

22 

68 

5.27 

12.74 

.53 

128 

2.99 2.79 凸

O

《む

、、にd

n
4
z
u
n
U
 

1
4
 

4'"" 

5.44 

7.86 

27 60 6.93 8.35 4.79 担

油

田

∞

5.58 7-

39 9.72 97 14.26 .72 13.52 136 16.83 84 16.12 

23.48 

162 

236 

9.58 

19.96 

10.46 

18.32 

10 - 12 

12.50 

22.58 

62 

112 

15.23 

19.94 

152 

199 

21.98 

21.19 

16.63 

111 

107 

20.48 

21.67 

206 

218 

23.65 

21.04‘ 

118 

105 

66 

28 

20.30 204 

141 

18.56 93 19.32 

184 

194 

13 - 15 

16 - 18 

21.77 

14.17 

38 I 7.58 

1| 

一一一一ー' ‘ _'___1一一一一一一一一1 ・ I I I 

24.41 121 

77 

21.75 

15.13 

217 84 17.69 178 

114 

13.23 14.03 109 21.32 

14.34 

214 

144 

19 - 21 

22 - 24 15.52 

8.87 

157 

87 

13.66 v-
内

V

7

・
4
ム

P
口11.33 

2.58 

5.61 5.47 55 

19 

71 
N 
0、 44 

8 

. 8.72 1.39 

0.20 

26 1.00 5 

0 

n
v
n
u
 

o

O

Tム

1
4
n
u
 

司
よ

7.17 72 25 - 27 

1.61 3 I 0.30 。0.20 4 I 0.40 28 - 30 

496 998 505 1006 499 1005. 501 1004 計

18.18 17.79 15.90 15.82 14.22 14.38 17.19 17.13 均平

5.04 5.23 4.98 5.08 4.75 4.92 5.22 5.25 標準偏差

_'_ 1 1 、 a

17.48-18.10 15.51-16.13 14.10-14.66 母平均~5~1 16.79-17.47
信頼限界



、、

-それぞれの是非年の1.2-検定の結• .w:は第6.2衰のi::;b-りである。この結果から第

二次標本は危険率を5%'にと'れば第一次標本によく適合していることがいえ

る。

第6.2表 ポー検定
、 ， 

|小 2 年| 3 年 4 年 5 年 ・

自由度 10 8 9 8 

Xo2 8.967 ユ770 6.656 3.881 

Pr (χ2>χ02) 0.75>Pr> 0.5 O.99>Pr >0.9 0.75>Pr >0.5 0.9>Pr >0.75 

6 . ~f. 中 1 !Of! 2 年 3 長f

自由 可度 8 7 7 8 

χ02 2.084 3.935 7.397 6.056 

i日刈 0.99>Pr >0.9 0.9>Pr >0.75 0.5> Pr >0.25. 0'75> Pl' >0.5 
平均の差1:ついて

第6.1表 より平均の差桂三jとめると，その差は0.03-0.21の範囲内にぜさまって 】

レる。これはきわめて小さな数値であるのTこの点についても第二吹棋がは第

一次標本に適合しているといし、得る。

以上の結来から 第二次桜木は第一次棋オ?の代表と して適合していると思わ

れるので.第二次棋本によって，各種の検定をしても，意味あるもφといえ

る。

6.2 標本の抽出検定

6.2.1 抽出の精度

本テストをおこなっ?こ棋本児童生徒(第一次棋本〉について，抽出の精度をさ

調べるとつぎのようになる。

標本平均の分散を

6σEJ2.1二
. - N-1 n 

どして，精度εを変異係数であらわせば

- 12l ~ 
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¥、J

σー/N -n 1 ・S
F=7tpy-RZ・7 ・-7

主なる。これによると Eは第6.3去のようになる。
民

第6.3表 抽出ーの ・精度

E ¥¥| N I n Iε I s I 
l""7j:-2 ~ 160印9I 9川 両下-7戸司。013
3 引田787l' 10竺I 15.08 I . 5.~2 仁空王
| 品年 .1 /619臥 1004I . 17・78I 5.66 i 0.010ι 

I 5 年 57日uI・ 1006I 15.18 1__ 5.28 1 0.010 
6 年 I 53担5 I 1004 I 17.13 I 5.25 I 

中 1 年 1 506必 1005 1 14泊 1 -・4.92 1 0.010 

2 年 I 59171 I 1006 I 15.82 I 5.08 I 0.010 

3 年 515213 I 998 I 17.79 I 5.23 I 0.009 

この精度はきわめて高いkいうことができる。
、 /

6.2.2 抽出の検定

児童生徒の保護者産業分布

児童生徒の保護者の産業笥布はぞ本テス ト実施時における色のは明らかでは

ないが，昭和25年10月5臼現在で全数調査をしに資料がある。棋本児童生徒の '

保護者の産業分布と上記の資料にも tづく全県の児童生徒の保護者の産業分布

とをナ比較すると第6.4表のようになる， .，こだし全県の資料は 4・5・6年にヲL(

てt:けであるので，‘こまかな上回変はしなかっ?こ。



.、.

この結果から，全県より抽出されに第一次根本は全県の代表とみて，大ぎな

誤りはないといってよいo -

E 担任教師による国語評慣の分布

国語学力中読み力のみのについての担任教師による五段階評価を資料色町して

得てゐるの、で，その介布をみると第6.5表第6.1図のようになる。

第トl国担任秩師の読みの制品分布12
，・

f |/¥H  
J/  '" 
会~I/ a，o 
L蒔描 -2 -1 CI 判 刊じ蜘寸

一

一"・‘

-129ー

小学Ii!3ヰ生

-_ーーーームーーー自由一‘ーι一一ー」ー』
ー o ..， ...2 

司、，



/ 
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~' 
/' 〉てミ

:0 

ド
い
」

小/;'棺5写生
r・.. 
フムミ11 

10 

.tI.'。

じ可
古希4・

.， 

" 

， 骨・寺.tj:.24'1: ψ#絵 3主主

" .. 
<0 J‘、 .. 
JO /"'-. JO 

10 / ¥ .. 
.A'‘ 、，. /'" ~ ti 10 〆

% 
〆

じ制. -/ 司，.， ...a じM ・2
，~ 

この結果をみると分布は中央に高4両端に低いから 根本児童生徒のは出.fltl

安当でゐるといってよい。

， 6.3 検査問題の検定

6.3.1・ 妥当性の検定

I 得点。布曲線の正規性について

、

テストの得点が一方にかによりすぎているこ tは安ー当性の上から「みて望まし

くない。

テストの結巣を度数分布図にゐらわせば第6.2図のよ うになる。
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第ι2図テストの得』色分布団

川小f・a‘l
..ドーーーーー一一一一一『

‘ 、宮後SJ民生
駒ドιーーーーーーーーーーーー

金・

.pH Ul品目k

、
， 

， 

これらの曲線について，その正規性密検定する?こめ，得点の伺対累積度数を

百分率lこ直して確率紙上にヲ。ロヲトすると，第6.3図のようlこなるo これがー

が祉にならべば正規分布をすることになる。観測によってどれらの点の最も近

くに直線を引き，これを理論的正規分布と考え，これより理論度数をも とめ〆

実測の度数tのくいちがいを Yatesの楠涯を行ってx2- 検定をおこなヲf:。f

その結果拡tfcC6.6表のと転りである。

" 
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第6.6表 得点分布曲線む正規性の検定

小 2 年 I3 年 I4 年 I5 年

自由度 9 自 、8 7 

Z。2 I 12.79 I 3.21 I 25.52 22.ω 

ET也記乙I0.5竺ど~IゅPr>O ~Io.001有面~I而冗Zii1
有 主主 性 Ii有意でない |有意でない | 有意 | 有意

年|中 1 年 I2 年 I3 年

自由度

χ02 

6 

12.76 

7 

18.14 

7 

18.12 

7 

11.00 

確率 H I 0.05>Pr>O.ul1 0.05>Pi>0.0l1 0.05>Pr>0.011 0.25>pぷ0.1pr IXZ>J.oZ} I ・ I vovV/ ....r/v.v.L1 vovv/l-'r/v.v.L1仙台V/刊 /

五五一五-r鶴 一遍一 |概 国不
この結巣についてみると小学2年・ 3年，中学校3年についてiE規性がみと

められる。他のものは正規性はみtめられないが，大休中央が高〈両端t>低く

なっていて，この検査問題の安当性を阻害するほどにかTこょっ?こものではない

ようである。 全般的にいって一応安当性ゐり主みとめてもよいと思われる。

E 上位挙年と下位型炉年との正答率の比較
上位学年のE答率力>，下位学年の正答率より高りれば，その問題は安当性が

ゐるといえるでゐろう。 このテス トでは同一問題を2ないし3ι是非年に実施し

ているので，そ lのlE答E与を比較すると，第6.7表のとがりである。

有意性の検定はつぎの方法tこよ.つに。

いまある問題に対して 二E半年の正答率の差に有意性があるかどうかをみる

?こめ，その問題に対しτそれぞれの棋本児童生徒が抽出されにt考えられる二. . 
Jの集団を想定し，おのかのの母集団正答率をそれぞれ p，P2とする。まに標
本児m生徒の正答E与を p'tP'2人数を nlD2とすればn1D2が十分大であれば
根本百分率 (正答率)の差 p't-p'雪は近似的に，

平均 mp'l一日 = P1一 P2

¥ .. / Pt qし P2Q2 
d 倒~偏差 σp'l一 円 =VnJ+1-Jこ忙しq，= l-Pi (i = 1，2，'…〉
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なる正規分布をする。この左き np，>5ならば正規曲線による近似は応用上
満足すべきものであるといわれている。

し仁がっていまある問題tこって二乙学年の学力側ける力がないという仮

説をたてれば，pl = P宮=pとなり， 二つの母集団は等しいk考えられるから

P'I-.P'2は

半均 mp'1一同=0 

標準偏差 σp'l-p'! = I守+守山しい 1-p
なる正規分布にしたがう。

Pはこの (nl+町)人が抽出されにと考えられる母集団から， ある一人が無

作為に抽出されにとき，この問題tこ対して正答する碓事である。 pの推定値左

して二乙学年をーまtめにすると，この (nl十nt)人のこの問題に対する正答

DIP'l +nー'側一訂がとなる。しTこがってが1-p'2は

平 均 O

器準偏差 σp/l- P'!!

/r1J P'2+n2P'2 1， nJP'I+n2P'ωnJP'，+DliP'2ム n，p'I+D2P'2¥
= y nJ土Ez l1 - n芹五τ一j 十 一τ;石τ- \1-~芋E~2 r 

DJ n2 

ここで近倒的に nl= n! =5∞とすれば

，σp' 1 _ p'~ = I p' 1乎(1-E!子三+且子!.(1-円P'!.)¥ 
500 5∞ -

二/豆芋に司王)

=戸事
なる正規分布にじ?こがうことtこなる。

古文に 0=σp'l- p'l eおく左 近似的に {

Pr {Ip'lーが21>2d}く0.05

pr'{ Ip'1-p'21>3o}く0.01

-135-
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となるカか、ら

|ゆp〆め卜F~」2「イ一

|ゆp〆酢J勺1一ザp〆引州']川3パ|ゆ>3訪8すなわち l叫叱ヂ出 >3ならばば1%の悦危険隣率で

仮説は来却され，その差は有意となる。

Tこ主えば P/ = 0.90 P'J = 0.8ゆ とすれば

Ipμーがd = 0.10 

aイ亨τ子。)
280 

/ O.85xO.15 
=噌/‘ー一一ーーーーーーーーー‘
V 280 

= 0.022 

< 

、故tこ 山
雨

， 

ち '

国 4.4 > 3 ・¥
kなるから，両者の差は危険率1%で有意止なる。このようにして検定しに

結梨が第6.7表である。
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7 

第 6.7表 (1) 第6.7表 (2)

問題毎正答率学年比較 問題毎正答率学年比較。j、3.4年) ー¥ (小5.6jf-) 

自で13 年 14 年 !その差 命で15 年 16 年 |その￥ l
e 1 83.0 87.8 4.8x x 1 7L6 76.2 4.6 x 

.2 82.2 85.7 3.5 .x つ】 76.9 79.5 2.6 

そ
3 63.7 76.8 13.1 x x 

4 64.1 74.2 10.1 X.x 
そ
3 81.1 86.2 5.1x x 

4 64.7 72.8 8.1x x 

の
5 66.3 72.5 6.2 x x 

6 60.0 72.8 12.8 x x 
の
5 56.4 66.5 1O.1x x 

6 49.0 56.0 7.0x x 

一
7 36.4 47.8 11.4 x x ー

7 35.5 48.5 13.0x x 

、 8 33.1 45.9 12.8 x x 8 39.3 45.2 5:9 x 

9 29.5 43.7 14.2xよ 9 29.1 35.5 6.4 x 

10 14.1 19.4 5.3 x 10 20.8 31.0 10.2x x 

1 82.4 87.9 5.5x x 1 81.6 86.8 5.2x x 

‘2 79.1 84.1 5.0 x 2 82.2 87.4 5.2x x 

そ
3[' '72.7 80.9 8.2x x 

4 74.4 ー79.0 4.6 x 
そ
3 85.6 89.0 3.4 x 

4 62.7 171.4 8.7x x 

の
5 65.6 72.6 7.0x x 

6 61.2 67.5 6.3 x 
の
5 58.6 68.6 '10.0x x 

6 56.5 -66.8 10.3x x 

ー 7 41.5 55.9 14.4 x x 
7 33.9 36.8 2.9 

8 38.1 49.8 n.7x x 8 24.1 26:6 2.5 

24.2 27.6 会4、 9 28.6 35.5 

13.6 16.5 2.9 10 6・3i 6.7 

1 65.5 72.2 6.7x x 65.4 67.2 1.8 

2 57.3 6d 80 1 1O.7x x 72.7 77.6 4.9 x 

~ 
3 48.8 62.9 14.1x x 

4 48.7 66.5 17.8x x 
そ
3 72.2 79.6 7.4x x 

4 ・ 59.0 65.4 

の、5 52.7 67.2 14.5x x 
6 40.8 51.7 1O.9x x 

の
5 55.1 61.4 6.3 x 

'6 32.7 42.3 9.6x x 

7 43.2 49.4 6.2 x 7 33.0 41.7 8.7x xl 一，
‘8 19.3 29.3 10.0x x 8 29.8 35.6 5.8 x 

9 '18.0 28.8 1O.8x x 9 29.1 36.0 6.9x x 

10 24.1 27.1 3.0 10 20.2 20:5 0.3 
』

、
戸「

-' 
一司司F 
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第6.7表 (3)

¥ 

問題毎正答率学年地較

E中 1.2.3年〉

何言ぞ11年 P1 I 2年 P空 13年九 1 P2 - PJ I P3一川 P3- P1 .[ 

2 

、aそ I3 

、の 5

6 

¥ 

月

f

o

o

Q
M
円
U
噌
よ

ー

ー

1 1 
2 

，8 
そ
4 

5 

6 

7 

8 

の

1 6 

j三i; 
じ三

1 0

3

0

9

7

3

4

9

1

3

一
7

7

0

2

1

9

9

a

z

a

k

5

$

4

3

6

弘

一
ら

4
Z
6
3
n
h
g

凸

6

a
倍

氏

U

R

U

F

b

つん

q
o

内

4

q

3

1

ム

一

凸

δ

勺
'

円

t

n

O

A
惜

q
o

4 

28.9 

19.9 

19.1 

2

2

2

2

2

3

3

3

3

4

9

2

2

0

8

8

4

9

2

9

 

侃

札

侃

乱

侃

郡

山

品

拡

誌

弘

一

風

乱

視

礼

机

ら

抗

出

品

部

位

、
，75.2 I 77.5 

67.2 I 75.6 

84.7 I ~ 89.1 

58.1 I 65.7 

48.4 I 日.9

55.6 I 70.1 

38.0 I 43.9 

45.9 I 54.2 . 

41.7 I 48.0 
30.0 1.， 45.2 

89.3 

42.9 

77.9 

74.1 

73.1 

35.8 

38.5 

31.3 

47.4 

33.8 

91.3 

84.7 

85.2 

74.8 

53.7 

11.0 

‘56.1 

38.2 

38.6 

27.6 

84.6 

80.0 

92.5 

74.2 

65.3 

71.2 

6.2x 'x 

-1.1 

I 2.2 

3.3 

9，5x x 

7.0x x 

-0.1 

4.4 x 

2.2 

5.1 x 

2.2 

6.5x x 

7.2x x 

4.8 x 

4.7x x 

-1.1 

8.5x x 

3.1 x 

1.7 

12.7x x 

12.9x x 

7.9x x 

5.5 x 

4.2 

3.0 

9.1x x 

9.4 x x 

2.4 

3.5 x 

6.0x x 

3.8 

5.9 x 

4.2x x 

8.7x x 

x
ν
庁

×

×

×

 

q

O

A唱

の
，

8

2

4

 

噌

E
Ax

x

 

x
 

n
u
d司
u
o
o

唱

i

F

D

向。

1
 
x

x

x

x

×
 

x

x

x

x

 

3

4

4

6

5

45
 

z

a

4

1

a

4

 

噌

E
A

7.1x x 

4.4 x 

3;4 x 

8.5x x 

8.4x x 

1.1 

9.3x x 

0.6 

14.9x x 

16.2x x 

17.4x x 

12.5x x 

4.1 

7.4x x 

11.3x x 

14.5x x 

4.6x x 

1O.0x x 

13:2x ~ 1-

8.6x x 

10・6xx 

3.1 x 

17.2 x x 

9.3x x 

18.7x x 

8.5x x 

，9.4x x 

12.8x x 

7.8x x 

16~1 x x 

16.9x x 

15.6x x 

55.9 I 5.9 x I 12.0x x I 17.9x x 
65.6 I・ 8.3x x I 11.4 x x I 19.7 x .x 
51.9 l' 6.3ス I 3.9 十 1O.2xx 
44.6 I 15..2 x x I ー0.6' I 14.6x x 

， 
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このうち有意差のない芯'VJ(下の×印)-1":げをe1) tごす左つぎのようはなる。

問題翻01 問 4 題 114 年 lt6 子 1~. .2 1中 1~. 3 年 iT;3 年
そのー|ァ 蜜がふりだしました，

l、
× 

イ 惜の時聞がきたので | × × • 
ウ 一八一四年にドイツ人の x 

エ|ポストにいれた手紙は x 

す 電話をとりつけたLμ、| x x x 

カ はえはうるさくても人 x 

F 
キ 思いやりとL、うものは x 

っきみそうに明かるい × × 

ケ この間まで菜の花と室長 ヨえ x 

ヨ IlE男とよばれておとち x × 

サ |みつばちさん 今日わ × 

シ | ラ~"すは苓だけにたよる| × × 

ス 書物に対しては発見的に | X. 

その三 |セ へ y リF はtl.れの時計を X 

、3 ぼくのうちのペスはぼく l × 

~ 子つばめがそだってすか l x 

チ ~る王さまのところに × 

ツ|尾長猿は年をとって献 l × 

テ イギ日スのことわさeに馬 l X 

ト1:私のとれまで自然に対す l X 

(1) やさしすぎて弁別性がない左おもわれるもの 一一 コサ Y タ

(局むつかしすぎて弁別性がない色かもわれるも の 一一 ・ケセシヌ

(1)1~ つい主は正答率が低い主き lこは弁別性をもっているが，正答率が高くな ー

っ て fこ t ;t ~!80%以上くらいlこなるì:: ， 上位挙制下位学iPi::の差が小さく

なって有意になちないこEが者えられる。まr:(2)についでは，正答率がきわめ

で低くにとえば 20%くらいであるど，両学年の差が1)、さくて有意性はみとめ

ー-139ー
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られないが，1E答霊容が高くなるtこつれて有意差をも与ぞく るものでゐる。他の

ものについてはこれ1':けでは原因がわからないし，ま?こり)，(2)の問題も他の結

某 tあわせて考えると，ここで述べTこ以外の凶困がわかってくるかもしれない

のである。有意差のみとげられなかっ?こ個々の問題についてはなか後に考えて

みにいo 1こ古ここでは全般的にみて大休満足で、きる左考えてよし、。
• 

E 担任教師の評債との相関

テストに安当性がゐれば，テストの成績と学校におりる担任教師の国語の評

価土の聞には，高い相闘がなければならない。 この際)それぞれの教師tこよっ

て，評価の規制;ことなるのでこのような方法には問題やるt思われるが，

大休の傾向を知るにめに，この方法を行っ?こ。なお教師の評価は，国語学力の

うち読みの評価を記入して色らっ?こ。

各学年の第二次桜本児童生徒について，担任教師の読みの評価の分布図を作

ってみると第6.1図のようになる。さらにこれを碓軍紙上にプロアトすると第

6.4図のよ うiこなる。 これは大休i正税分布をなしているとみてよく， しにがっ

て特に読みのカの優秀な者のみが抽出されに主か，ああいはその逆tこ，劣って

いる者のみが抽出されにというこ左は考えられない。この点からもテストの得

、点を担任教師の読みの評価との相闘をみること tこ窓味があるい、える。

事b"白 紙吐AtMの毒事描介句の£緩寸'L ~b q.司担』呈.tlt卸の訴4骨骨怖の正規住

4‘2 命， ψ. 喰$ ..6 
，ョ

" 
，。

" 
S鐸

'" 

ーテス トの得点と担任教師の読みの評価との相関関係は第6.8表のkおりでゐ

る。これらの相関係数について ， 相関がないかどうかを，母集団;j{~関係数

-14uー



Pデりと Cて相関係数の有意世検定の表によって検定すると，いするれも 0.1%

以下の危倹率でρ=0なる仮説は棄却される。

白 ま もfご小学校 2年生の縄県~t担任教師の評価の母相関係、数の信頼限界をFisher

伊方法によってもとめる哩色つぎのようtこなる。 r.ρ含それぞれ棋本相関係数お ， 
よび樹羽関係数とし， z一変換 z = tanh-1r ζ=世an.h-1pを?:b'こ1まえば，近、
似的に

t=よ二tL=ず百二言く←z)

内 三三

仕正規分布をするから，危険料5%口ると 0.025 =す-Gω より

G (t)=O.釘5を得るo これを荷足する tは t=1.96 eなるかt， N =壬89工り ヘ
1.960註 v壬89-3 ((-Z) 
Z+0.0888~ミ C 孟Z-0.0888

rlS =0.511を Z一変換してお=0;564々 得るから.

0.6528 主主C孟 O.釘5，2

ムf:tこぴ Z一変換するe，

0.575孟 ρ13 注 0.440

I 

/ 

このようにしてその他の学年についても梓l目関係数の95%信頼限界をもとめ

るt第6.8哀のようになる。

第6.8表 テストの得点と担任教師の評価とり相関係数

こ伊結果についてはし相関はあることははっき bいえても ，その相闘の程度

はかなら十しも高くないようである。この玉虫rlllこついてはつぎ.のこ とが考えら

れる。

このテストは読みの能力のうちのごく一昔日をEりあュつかっているにすぎな
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ぃ。実際の教師の評価1二は，文字を読む力，読卜佐認知す与力，音読のガなι
が相当大きく入ってきているのではなレかと矛怨される。しかもこれらのこ k

は，このテ只トができるだり，その影響合避けようとしで，文字や語いを?簡単

lこし あるいはルピをつりTこbしにのである。しかも.I文章韓併力主これらの

文字や語いに関するガ， 音読のカなどは完全に一致するものでな句こtはいう

までもなし、。 このように考えればこの穫のテス トと担任教師の評価との相関係

数がやや低くなるこ左は当然のこと tいえる。しか色その程度については基準

的なものは求められなかっ仁。

このような理由を考慮すればこのテスト問題の安当性は低レ色はいえない。 ?

以上の三点を考察してこのテスト問題は安当性をもつものとみてさしっかえ

ない.であろう。

6.3.2 適鷹性の検定

3.2でも述べ?こように，適応性がゐるかどうかを?さめる袋準のーっとして，

それそくれの問題の弁別力が考えられ，乙の検定の?こめに 上位群・下位群分析

もの方法が考えられiる。
ここでは便宜上上位群25-% 中位群50% 下位群25% ¥こくぎつに。 それ

ぞれの群のE答率とその差の有意性tこついて検定し?こ結果は第6.9哀のei-f 9 

である.(有意性検定の方法は 6.3.1のEにのべにものにiっ7こ。〉

第6.9表 (1)、 上位群下位群分析表 。j、2年〉
問 ~l毒里子~ I 皇室群E | 議句|平均 I P1--P:: 1 P2-PO I PI-P~ 

王00.0 93.6 62.5 85.1 6.4 31.1 x x • 37.5x x 

2 99.2 93.6 57.5 84.6 5.6 36.1 x x 41.7 x x 

3 95.0 7-4.8 24.2 67.3 20.2 x x 50.6x x 70.8x x. 
4 92.5 59.2 22.5 59.0 33.3 x x 36.7x x . 70.0 x x 

5 87.5 41.2 17.5 48.9 46.3x x 23.7x x 70.0x x 

6 72.5 52.0 25.8 49.O 20.5x矢 26.2x x 46.7x x 

7 63.3 32.0 7.5 32.6 31.3 x x 24.5x x 55.8x x 

8 8し7 49.0 14.2 48.6 32.7 x x 34.8x x 67.5x x 

9 40，0 10.0 20.0 26.8x x 3.2 30.0x x 

10 42.5 18.0 9.2 21.1 24.5x x 8.8 x 33.3x x 

※ 平均は第一次標本艇二勺てのもの〈以下おなじ〉 〆
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第6.9表'(2) 上位群下位群分析表 シ くIJ~3年〉

|閉題|毒伊良|喜FE1星雲群長|平均I~1-P2 九九 |Pi-pit
1 I 97.5 I 92.4 l' 54.2 I 83.0 I 5.1 38.2x x 43.3x x 

2 98..3 92.0 45.8 82.2 6;3 x 46.2 x x 52.5 x x 

3 90.0 64.4 ， 39.2 63.7 25.6 x x 25.2 x x 5O.8x x 

_:. 、4 91.7 61.6 31.7 64.1 30.1 x x 29.9x x 60.0 x X 

5 96.7 65.2 33.3 66.3 31.5x x 31.9 x x 63.4x X 

'6 87.5 61、2 27.5 59.9 26.3x X 33.7x X 60.0 X X 

7 55.8 33.6 12.5 36.4 22.2 x X 21.1 x x 43.3 X X 

日 5R.3 30.8 19.2 33.1 27.5!x x 11.6 x 39.1 x x 、
9 、 54.2 25.2 12.5 ，29.5 29.0 x x 12.7 x 41.7 x x 

10 20.8 8.8 10.0 : 14.1 12.0 x x -1.2 10:8 x X 

1 98.8 ! 90.4 59.2 82.4 8.4 x 31.2x X 39.6 x x 

そー2 99.2 87.2 45.8 79.1 12.0 x x 41.4x x 53.4 x x 

3 91.7 77.2 47.5 72.7 14.5 x x 29.7x x 44.2x x 

一 4 95.0 83.6 40.8 71.4 11.4 x x 42.8x x 54.2 x x 

‘， 5 87..5 69.2 36.7 65.6 18.3 x x 32.5x x 50.8 x x 

6 85.0 64.4 35.0 61.2 20.6 x x 28.4メ× 49.0x x， 

7 78.3 39.2 一 13.3 41.5 39.1 x x 25.9x x 65.0 x x 
8 65.7 32.0 14.2 38.1 33.7 x x 17.8 x x 51.5x x 

9 54.2 20.4 17.5 24.2 33.8x x 2.9 36.7 x x 

23.3 10.4 13.3 日.6 12.9 x x -2.9' 10.0 x 

i 88.3 70.0 31.7 65.5 18.3 x x 38.3 x x 56.6 x干
J 

そ 2 80.0 57.6 37.5 57.3 22.4 x x 20.1x x 42.5 X X) 

，の 3 80.0 44.8 25.0 48.8 35.2 x x 19.8x x 55.0 x x 

一 ー4 82.5 44.4 ・ 22.5 48.7 38.1 x x 2l1¥ .9×× 60.0 x X' 

5 87.5 48.8 23.3 52.7 38.7 X X 25.5、xX 臼.2x写

6 53.3 41.2 30.0 40.8 12.1 X 11.2 x 23.3 x x 
7 ・ 65.7 ! 40.8 25.0 43.2 24.9x x 15.8x x 40.7 x X 

8 37.5 
， 
12.4 12.0 

， 
19:3 25.1x X 0.4 25.5 x x 

9 29.2 17.2 ，13.3 18.0 12.0 x 3.9 15.9 x x 

c I 10 41.7 22.8 5.8 24.1 18.9 x x 17.0 x x 35.9'x x 

1. 

、. 

• 
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第6.9表 (3) 上位 群下位群分析表 くイ、4年〉

問題|毒PR器開12g時l平均IPt--P2' I P2-PS I P1 九
l 95.0 94.1 69.1 87.8 0.9 25.0 x x 25.9 x x 

そ 2 94.2 92.5 60.2 85.7 1.7 ::!2.3x x 34.0x x 

の 3 99.2 78.7 43.1 76.8 20.5x x 35.6 x x 56.1 x x 

一 4 98.3 76.2 43.1 74.2 22.1 x x 33.1x x 55.2 x x 

5 96.7 77.0 34.1 72.5 19.7x x 4219 x x 62.6 x x 

6 98.3 75.7 37.4 72.8 22.6 x x 38.3x x 6O.9x x 

7 71.7 46.0 17.9 47.8 25.7 x x 28.1x x 53.8x x 

8 70.0 43.5 17.9 45.9 26.5 x x 25.6x x 52.1x x 

9 65.7 42.7 12.2 30.5x x 53.5x x 

10 39.2 13.4 15.4 19.4' 25.8 x x -2.0 23.8x x 

1 98.3 95.8 57.7 2.5 38.1 x x 40.6 x x 

そ 2 99.2 48.1 56.9 84.1 51.1x x -8.8 42.3x x 

qコ 3 95.0 46.0 49.6 80.9 49.0 x x -3.6 45.4x x 

一 4 旬.0 43.9 53.7 79.0 46.1x x -9.8 36.3 x x 

5 95.0 74.9 !J，3.1 72.6 、20.1x x ::!1.8x x 51.9x x 

6 87.5 69.0 37.4 67.5 、18.5x x 31.6 x x 50.1 x x 

7 90.0 58.6 19.5 55.9 31.4 x x 39.1 x x 70.5x x 

8 83.3 48.1 17.1 49.8 35.2 x x 31心xx 66.2x x 

-， 9 46.7 23.8 16.3 27.6 ヨュ9xx 7.'5 30.4 x x 
"10 31.7 10.0 7.3 16.5 21.7 x x 2.7 24.4 x x 

、 司b 1 91.7 73.2 45.5 72.2 18.5 x x 27.7 x x 46.2x x 

そ 2 88.3 47.7 44.7 68.0 40.6 x x 3.0 43.6x x 

の 3 92.5 46.0 26.0 62.9 46.5 x x . 20.0 x x 66.5 x x 

世= 4 93.3 64.0 31.7 66.5 29.3):( x 32.3 x x 61.6x x 

5 93.3 70.7 27.6 67~2 22.6 x x 43.1x x 65.7x x 
P 

6 65.7 45.2 28.5 51.7 20.5 x x 16.7 x x 37.2x x 

7 80.0 53.6 19.5 49.4 26.4 x x 34.1 x x 60.5x x 
一. 8 55.0 23.0 9.8 29.3 32.0 x x 13.2 x x 45.2x x ， 
5 55.0 19.7 t 11.4 28.8 お，.3xx 8.3 x 43.6x x 

lO 35.8 20.5 I 13.0 27.1 15.3 x x 7.5 22.8x x 

• 
J 

、.
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事6.9表(会)

、
y 
側'

上在群ポ位 群分析 表 〈小5年〉

関長|毒F王|葬群ま「幕時|平均IPt-P2 J p;.-:_p正'1PJ-p.3 
1 96.0 71.2 46.4 71.6 24.8 x x 24.8 x x 49.9 x x; 

そ 2 99.2 84.4 42.4 76.9 14.8 x x 42.0 x x 回.⑤xx， 

の 3 92.8 88.0 .' 48.8 81.1 4.8' 39.3x x 44.0 x x 

一 4 91，2 68.0 29.6 64.7 23:2 x x 38.4x x 61.6?< x 
5 87.0 53.2 20.0 56.4 43.8x x 33.2 x x 77.0 x x 

t 
6 85.6 50.8 20.8 49.0 34.8 x x 64.8x x 30.0 x x 

{ 
‘7 64.0 36.4 12.0 35.5 27.6 x x 24.4 x )( 52.0)( )( 

8 69.6 32.0 39.3 37.6)( x 8.8 46.4 x x 

9 47.2 27.2 20.0 29.1 20.0 x x 7.2 27.2)( x ， 
35.2 17.-2 8.8 20.8 18.0 x x 8.4 )( 26.4)( x 

' 
1 92.0 85.6 52.8 81.6 6.4 32.8x )( 39.2 x X 

そ 2 98.4. 88，0 48.8 82.2 10.4 x x 39.2)( x 49.6)( x 

の 3 1- 97.6 90.8 I I 61.6 85.6 : 6.8 x 29.2x x 36.0)( x: 

一 4 93.6 65.6 31.2 1 62.7 1 -28.0)( x 1 3!l.4 x x、62.4必父

? 
5 93.6 58.0 

6 87.2 58.4 23.21， 56.51' 38.8>< xl 35.2x ><1 74.0)( x 
7 48.8 29，2 20.0 1 33.9 I 19.6 >< X I 9.2 I 28.8 >< )( 

8 42.4 14.2 7.2 I 24.1 I 28.2 x x I 7.0 >< I 35.2 x x 

9 32.0 30.4 20.8 I 28.6 I 1.6 I 9.6 >< I 11.2 x 

10 1.6 、6.4 7.2、 6.3 司 4.8 I -0.8 I -5.6 

65.4 ~~.~)( x I ~~.~ >< )( 
，、 84.0 67.6 29.2 '54.8>< x 

究 87.2 73，6 53.6 72.7 13.6 x x' 20.0 x x 33.6x x 
!の 97.2 79.6 35.2 72.2 17.6)( x 44.4x )( • 62.0 x x 

一一一 ー4 87.2 61.2 26.4 59-0 26，0 x x 34.8 x x 6O.8x x 
51 ' 81.6 

、
49.6 x x' 50.0 32.0 55.1 31.6x x 18.0x子

6 、64.0 23.2 6.4 32.7 40.8x x 16.8 x' x 57.6 x x 
， 7 62.4 25.6 12.4 33.0 36.8x x 13.2 x x 日).0x x 

8 164.4 28.8・ 16.8 30.0 35.6 x x 12.0 x GAJ 7J6x、K

9 50.4 23.6帆 8.0 29.1 26.8)( x 15.6'x )( 42.4x 'x 

10 
， 
30:ず 18.8 9.6 20.2 11.6 x 9.2 x 20.8 x x ιl 
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〈中主年〉 九一上位群下位群分析表
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第6.9表 (7) I . (4i2年〉上位 群下位群分析表

問題 |毒伊ま|器開|義明|平均IP1よ~品、 I R1-Pa， 
1 98.4 91.4 65.6 86.4 7.0 X 笥.8xX 32.8x x 

そ I 2、 51.2 37.6 32，0 41.2" 13.6 x 5.6 島19.2x xl 

の 3 92.8 72.2 41.6 65.8 2O.6x x 30.6 x X 51.2 x x 

一 4 92.0 61.1 25.6 61.2 3O.9x X '35.5x X 66.4x x 

5 95.2 65.5 24.8 65.2 29.7 x x 40.i'x x戸 70.4xx 

6 53.6 28.6 10.4 30.3 25.0x x 18.2 x x .43.2x x 
， 
7 53.6 '26.3 21.6 34.4 27.3x x ， 4.7 32.0x x 

8 29.0' 
， 

16.2x x 46.4 12.8 28.3 17.4 x x 33.6x x . 
9 56.8 34.1 24.8 38.3 22.7x x 9 .. 3 3-2.0x x 

10 38.4 21.2 11.2 24:4 17.2 x x 10.0 x 27.2x x 
• 

1 ，97、6 回.0 74.4 88.9 8.6 x 14.6x x 23.2 x x 

そ 2 95.2 85.1 56.0 81.2 10.1 x 29・1xx 39.2xJX 

の 3 98.4 81.6 53.6 79，2 16.8 x x 28.0x X 44.8x X 

4 93.6 74.9 3-8.4 71.0 18.7x x 36.5x x 55.2x .x 一
， 5 76.8 51.4 22.4 47.8 25.4x x 29.0x x 54.4x x 

6 13.6 4.3 7.2 6.8 9.3x x -2.9 6.4 

7 70.4 60.4 24.8 47.4 10.0 35.6x x 45.6x X 
〈

8 44.8 29.0 28.8 29.9 15.8x x 10.2 16.0 x 

9 51.2 15.7 13.6 26.2 35.5x x 2.1 37.6x X 

10 32.0 16.9 20.0 22.9 15.1x x -3.1 12.0 x 

1 96.0 81.6 48.0 '77.5 14.4x x 33.6x x 48.0x X 

そ 2 96.0 80.8 40.8 75.6 15.2x x 40.0x x 55.2 x.x 

の 3 99.2 93.3 70.4 89.1 5.9 x 22.9x x 28.8xズ

一 4 96.8 71.0 25.6 65.7 25.8 x x 45.4x x 71.2 x x 

5 91.2 58.8 18.4 56.9 32Axぷ 40.4x x 72.82 x x 

6 拘.4 65.5 27.2 70.1 30.9x x 38.3x x 69.2x x 

7 65.6 43.1 19.2 43.9 22.5x x 23.9x x 46.4x x 

8 85.6 54.5 20.0 54.2 31.1x x 34.5x x 65.6x x 

9 73.6 44.3 30.4 48.0 29.3x x 13.9 x 43.2 x x ， .噌
10 57.6 29.8 13.6 '45.2 27.8x x 16.2x x 44.0x x 
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、
~6.9 表 (8) 上位群下位群分析表 く中3年〉

問題 l毒霊務長|盛時|五Fま|平均1Pj-P! I P2-;Pa I Pt-Pa 
1 99.2 1 ' .94.8 70.2 89.3 4.4 x 24.6x x 29.0x X 

そ 2 61..3 4L6 37.9 42.9 19.7x x 3.7 23.4 x x 

の 3 96.8 77.6 51.6 77.9 19.2x x 26.0x X [45.2x X 

一 4 95.2 78.8 48.4 74.1 16.4 x x 3O.4x x 46.8x x 
5 97.6 73.2 40.3 73.1 24.4 x x 32.9x x 57.3x x 

6 回.5 34.4 14.5 35.8 26.1x x 19.9x x 46.0 x x 

7 65.3 37.6 27.4 3&5 27.7x x 10.2 37.9x x 

8 54.0 30.8 18.7 31.3 23.2x x 12.0 x 35.2 x x 

9 75:8 42.4 21.8 47.4 .. 33.4 x x 20.6x x 54.0x x 

10 62.1 27.2 17.7 33.8 34.9x x 9.5 x 44.4x x 
、

1 ， 95.2 94.41 ， 83.1 91.3 0.8 11.3)( X 12.1)( x 

そ 2 98.4 89.2 54.8 84.7 9.2x x 34.4x x 43.6x x 

の 3 99.2 91.6 58.1 85.2 7.6x x 33.5世 X 41.1x x 

一 4 9L9 00.8 50.0 74.8 lI.1 x 30.8x x 41.9x x 

5 70.2 58.0 29.8 53.7 12.2 x 28.2x x 40.4x x 

6 21.0 6.0 5.6 1LO 15.0x x Q.4 15.4x x 

J 7 79.0 56.0 32.3 56.1 23.0x x 23.7x x 46.7x X 

8 37.2 26.6 38.2 16.0x x 10.6 x 26.6x xl 

9 29.6 8.9 38.6 47.8x x 20.7 x x 68.5x x 

10 47.6 20.0 16.1 27.5 27.6x x 3.9 31.5x x 

100.0 87.6 64.5 84.6 12.4x x 23.1x x 35.5x X 
95.2 87.2 54.8 旬.0 8.0 x 32.4x x 40.4x x 

の 3 99.2 98.8 79.0 92.5 0.4 19.8x x 20.2 X'X 

一 4 96.0 84.0 40.3 74.2 12.0x x 43.7x x 55.7x x 

5 93.5 67.6 29.8 65.3 25.9x x 37.8ズ× 63.7 x x 
， 
6 93.5 77.2 。33.9 71.2 16.3x X 43.3x x 59.6x x 

7 87.9 63.6 28.2 ， 55.91 24.3x x 35.4x x 59.7x x ，、
8 92.7 73.6 35.5 65.6 ユ9.1xx 38.1x x 57.2x x 

9 79.8 58.4 25.0 51.9 21.4x x 33.4x x 54.8x x 

10 69.4 41.2 15.3 44.6 28.2x x 25.9x x 54.1x x 

，149ー



第6.10表 上 位群 下 位 群 分 析 で有意性のみられわ、問題(zm諸士論撚炉開
古一一三三占i小 2 年 河台 4 年 5 年4 6 年 | 中 川 4 2 年

問〕 平均111pziP1ps平均| 平均|PE|P25|P35瓦究|P25i 平均 同 55iEEEF71明日P王FZ

r- 血1-1三 O"^ ~一 七-1- li--一一一」一|一 一からすがに〈をくわえて 20.0 1 X X 

っあおくし…空ひホろL…のはら一←一 一- 田mO01 X 泌x氏xx 口 xl8町5 8~I-: x 1 一一一一t一 一一一一 一一一一一「←ーー卜I一一一一 一一

一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一
オ はえはうるさく ても 人 14.1 x x x x 19.4 x X x x 20.8 x x x x X 31.0 x x x x X X 23.9 XIX X 28.3 X X X X X X ， 
一 一 一 一 ト一一一一 一 一 一
カ ぼくは 冬になると，ょ 81.1 x x X X 86.2 X X x X 

ーーーーー-.- 一 ー 一 一 一 一 一 一 一
キ ボウボウとP，~くのを よ 39.3 X X X X 45.2 X X X X X X 

一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一
グ 電話をとりつけたいとい 29.1 XX  x X 35.5 x X xlX X 34.4 X X XI X X 34.4 XX  x x 38.5 ，x X ，. ， X X 

一一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一
片 汽事のl待聞がきたので 36.4 X X X X XX  47.8 X X X X X X 64.7 X X X X X X 72.8 X X X X X X 42.3 X X XI X X 41.2 × X X 42.9 I X X I I X X 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
コ 〈さむらに足をなげだし 19.3 X X XX  24.4 XX  X 1 X X 33.8 I X X I X I X X 
一 一 一 一 一 一 一 一 F 

サ みんなでままごとをしま 79.1 X X， x X xx  84.1 x X X X 
. 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
ジ }IIの上をすずしい fi¥I.;o' 72.7 x x XX  X X 切目9 X X X X 81.6 X X x x 85.8 x X X X X X 

一 一 ，--- 一 一 一
ス 「まきおJとよばれて 74.4 x'X x X X X 79.0 X X X X 82.2 X X x x x x 87.4 X X x X 部.7 x x x x 88.9 XI X X X X 91.3 I I X X I X X 

一 一 一 一一 一 一 一
セ っきみそろに明かるいJlI 24.2 X X X X 27.6 x x x x 33.9 X X X X 36.8 x X X X X X 

一 ー一 一 一
， 
一一

、} この閉まで 菜の花と麦 13.6 X X X 6.5 XX  X X 28.2 X X XI X X 26.0 x X XI X X 

一 一 一 ト一一 一 一一 一
タ ぼくは 木で惑をつくり 85.6 X X X XX  89.0 x X XX 

三と一 一 一
チ 風向までも天気~知る 28.6 × × 35.5 × X X 

陸一
'/ ラゾオは耳元けにたよ 6.3 6ュ7 6，9.1 X 6.8 X X 1 11.0 I X X I I X x 

一~ιー-

ア 子どもをな〈しゼ悲しん . X X X X 47.4 X X xx  

一 一 一 一 一 一 一

5.61 I X X， X x 1 x x 、
、

ト 担3物に対しては発見的に 28.9 × X X 29.9 X X ー × 
38.2 1 X X I X I X X 

人く間いのち心がにっはた，たが.ひに
一 一 一 一 一 一 一 一

ナ ¥ ， 19.9 X X x X 26.2 X X X X 38.6 I X X I X X I X X 

-たった今 自分の霊長の前 19.1 × x 1 22.9 x X × 27.5 I X X I I X x 

一 一 一 一 一 一
ヌ 容がきた ろれしいな 57.3 X X X X XX  68.0 xx X X 72.7 X X ~ X X X 77.6 x X X X xx 、

一 一 一 一 一
ネ からすが 肉を くわえ 19.3 x x 29.3 X X X X x xl 32.7 xx x x xx 42.7 x X x x x x 48.4 x x x x X X 56.7 X X x X 3氏 、に 65.3 I X X I X X I X X 

一 一
ノ なつかしい家，なつかし 18.0 × X X 28.8 x x X X X I 33.0 x X X X x x 41.7 x x x X x x 58.1 予<x 65.7 X X X X XX 

一 一 一 一
ハ ヘγPーはだれの;待計 24.1 X X 1 X X Ix x 1 27.1 1 x X x x 30.0 I X x 1 x 1 X x 356X× xx×× | 
ー哩副幽司恒・・・ 一 一一一 一 一 一 一一 一一一一 一一一一一一一一 一 一一一

ヒ ある王さまのとJころに粟 20.2 i xl xlx x 20.5 1 X X 1 1 X x 

一 司 -
一一 一 一一一一一 一 一 一 一一一

7 私のこれまでの自然に対 45.2 1 x x 1 x x 1 x x 

一 一 一 一 一 一一一

へわたしのおかあさんは 52.7 X XI X X 72.2 1 X xl X・ XIXX 79.6 X x I X X I X X I 84.7 I X X I X X I X X 89.1 I x I X X i X'X 
一 一一

44.6 1 X X 1 X X 1 X X 

92.5 1 1 X X 1 X X 
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各群町聞の建iそ有意粧がみ止められす，..J通情性i二大;.1'1:てい訟と思われる」問題

を'.f.lきにして Jきら2ここまかく検当すると ，第6.1t>表かもつぎのこをがいえ

るo I 

これらの問題は四つの種類にわりられる。

(1) 平均通過歪容が低い土きには，安当性がみ色められるjJ;・1 そ.tLj){高、くなっ

て80%稜度をこすし 上位群とや位群土の閉じ弁別性がな《なってくるも

の。一一，付)(ウ).(ヱ〉オ〔カ〕サスグヘ

(2) 平均通過率が低〈て 20% -:.3(). %前後の時には中位群左下位群Eの聞に

弁別性カ;み色められないが，平均通過互容が高〈。なるにつ紅、て，弁別性がみbれ

芸郁t持もの仇o --でて.ζ【

(ゆω助3⑨⑨1)-吟弁別性性.にはつきりし7仁こf傾頃向がJみ与とめられE叫4いhの'<0 .，'♂丈一喝~ クタ -シ以E二2 テ

チヌ
u 

ω一般lニ弁別性のみとめられないゐのD 一一ツ
"1 

" 

ω， ~2)は， ζの検査問題が率均通過率の、きわめて高いもの Þ_ ，- 低?ものを?も.

すべてを含ませようどしf二七めに必\j.~的におこってきたことでゐっ~ ， これら

の傾向をあらわす問題がわるい問題でゐるtは必令しる言えない。もちろ今?こ

占えば平均通過率が90%でしかも 4 上・中位群，ゃ・T-位群のそれξれiこ弁

別性が保i:れるよ.うな問題があっともよいのでゐろヨが，実際にはそのよ うな

時には， 上・ 中位群聞の弁別性はどうしても低くなってくる乙とはやむを得な

レことでゐる。

(3)は問題の弁別性が不安定でゐることを示している。九だその不安定の度初

(山こ上ヒ鞍して少ないと L、うことである。

ωに該当する問題は適応性の低い問掛をいヲももよかろ九適応性がない
モ川ことは二つの場合がある，一つは問題自体が欠陥討ってレる場合弛

の場合はh問題自体には欠陥はなレが虫学年が不適当でめる場合である。たとえば

ツをtりあげてみると ，小学校5年，6年ぶとくぎでは壱t;>tJjlて不適当1:J.問題であ

るが，中学生に主ぅては弁地']1全がないわげずはない。こ告に号、り弁別性は予均

遭遇制清之なるにつれて， l!;おき :9~r; それでさて. 中学芸年生に札刊

.hヘゆt証書字上・下佼群砂間仔は弁別性をみとめ8れる。いいかえK]-.ぽ中学?tF

-.~~~ー
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笠程度の学力の者にづいてーは:'.'J-_tJt:群をはづきり選別し得るこkになるd

このよ うななお検討すべき点は多くゐるようであるが，問題についての反省

は，選択肢の反応分析の結果tともに他の項をおこすこと tして，ここでは問

題点の指摘のみに ecめる。

6.3.3信額性の按定

テストは安定したものさしでなげればならなL、。このものさしによって測定

しに測堤1障が信頼性の高いものであれば，このテス トを同じ被験者に同じ条件

で与えに場合，両者の得点の聞には高い相関がなければならなし、。この信頼性

の検定には， 折半法1':よる相関孫数をプラウン (Brown)の公式によザ修正値
ト;.-.;r;..叫

を求める方法e. リチヤードソシ ・キューダー (Richardson-Kuder)の方法

によって信頼度係数を算出し?こ。

1. 折半法による方法

この方法によるときには，折半する問題の質t困難度を考慮しなければなら

ない。質につUては，その一， その二， ・その三ごとに10問題今つめるので，

そのそれぞれを半分にわりることにしに。困難度については困難度が必するしも

易より難へ.，順序よく配列されてはいないようであるが，奇数呑と偶数番と iこ

わけると大休困難度が一致してくるので，機械的に1右手より10呑までの問題を

奇数蒋目の問題群と偶数番目の問題群とに分げに。児童生徒のそれぞれが，奇

数番目の問題lil題につドて正答しに数と偶数番目の問題15題について正答し?こ

散との相関嶋数r訟を算出し，これぞTおiこよって修正しfこ結蜘t信頼度係
数 rである。その結果は第 6.11衣のとおりでめる。ー

第6.11表 ゐ 折半法に よる信頼度係数

ド泳匂明!3年 I4 年~年~げm司 3 年
0.臼7I 0.873 I 0.853 I 0.871 I 0.793 I 0.759 I 0.780 I 0.798 

ミ小学校2年生の信頼度係数註ひくい。

ー他の結果は大体満足すべき'bの勺あろう0.7こに/jぉ学校2年生をのぞりば学年

の低い方-が信頼度係数が高ぶどいう傾向がみられるが，これは一つにば問題ρ

性質や内脊にも影響されているかもしれないが，他の商つまり被験者の心理的

L一一154-
/ 
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ヰ婆図として，低単年では答がわからぬときはでぞらめに応答す芯とどが少怠

<.学年がめる程度以上iこなれば，をくわからぬものにもでにらめに‘答える

旬、でかも偶然tこ成功する}という心理的なものがあるのではないか.eも考えら

れr~ ~~、こと b ない。この点は選択肢の反応分析の結来による無答者の数と比較I

ずればもっとはっきりいえると考えられる。

2. リチヤードソシ・キュ ーダーの公式 (Richardson-Kuders'For担叫a)

， 

iこよる方法
〆

rl1=~ . s2-npq 
H 百二士 一----sr一一 ， 
問 題 数

ifI- . 

n 

.-
S2 仮験者の会問題に対する得点の分散.

x 被験者の会問題に対する得点の平均
z 
n P 

、
q : 1-p 

この結果は，第6.臼表のとおりでめる。

〆

第6.12表 YチヤードY:(・キ与ーグーの公式による信頼度、係数

|おぞ空|匂~if: 1 ' 3 年 I 4年I5年|日門主， 2 if: ，1 3年

ノ

ー

‘ 

h信蹴係数|附I0.780 I 0.7回 1 0.7出 I0.7591 山 1 0.7.341 0.761 

くたrいこれは再抽出各学年約500名によらずs全被験者各学年拘1，，000名役もの
ーについての結果である〕

この主:If:W:については，小学校2年生用のテス l、は信頼・性がか立り低いが，他

h のものは集団デス トとし千慎伊;V15さし?かえないもの上昇?れる。

=6.3.4 I選択肢のlx'康治析 .・. .-‘・~;:1_ 

選択肢の適否は， 主.として問題内容の安当性に影響じてくると思われる。

それぞれの問題ご Uこ j 迄(L'ぞれの遺択肢l~O印ゼ今け云若iD度数を分析す
ると築川被のと叫でおるlj=!~ ' 吋包』

k第6.7表主がなり.(い'区 JI，~ 、かめるカ，，どれほm6.7哀が第一次標本について
'の惜巣であり ，第&13実伝窮乙次棋本tこづいての結果であるがt_;でがる。〉

i__¥l由一

¥ 

g 

/ 



、.、

第6.13表 (1)" 

選択肢反応分折表 〈小持用〉

2，6 1 26.9 
87.8 

ム/、 @ 52.2 

5.，7 3 1.2.8 

3.9 ム 8.1 

3.3 1 32.0 

4.1 
七
@ 33.8 

86.3 3 22.6 

6.3 ム 11.6 

13.0 1 17.7 

67.1 
7¥. 
2 18晶7

12.0 @ 日.4

7.9 ム 13.2 

11.6 1 46.0 

18.7 
うし ② 18.7 

. 59.7 3 19.6 

10心 ム 15.7 

一
47.2 ① 23.2 

28.5 一， 2 29.3 
14.5 
。
3 29.6‘ 

9.8 ム 1ヤ.9

(第6.13表ぐ2)(めくのは157L"C

これをつぎのe四フの観点!JJ>

ら検討~è。

(時 :困難度が平均通過率初

:%以上のB問題?正答の選告愚政

よhも多くの反応を示してい

-る選択肢申まないか。

(2) める限られた選択肢に

ゆみ容解が集中してL、ること

はないか。

(3)，無反応まには，反応の

数の.きわめて、少ない選択肢は

ないか。

供) (3)のうちとく に困難度

め高いときはよいが，困難度

が低くなり平均通過率が高く

なる』こ9れて，反応が少なく

なっててる選択肢はないか，

(1)1こめにるものtして

τ月見主主にめかるい川の E
てJ，(小，3.4年そのこの九.

5.6年そのこの七.中学そのこのJi)の選択肢1.

調こめ問題は安当性の検定では学年間の差に有意性がみ色 められや，ま?こ適応

J 牲の検定でも，中位群と下位群~弁別するカiことぼしい。

「ヘンリーは?ゴれの時計を1;'-Jv'してもJl .(".j、.;i.4:年をの三の十，小 5:6 ~K

の三の八)の選択肢ト λ

よ句、問題品通路性，[J;;'検定で4年生iこついてゆ位君主下位群の遺品に有意性がなか

つに。1E答率30%以下でめるがつぎのものも問題念丞ヲているo

「ラクオは耳:.，ゴ材4こtミよる点ではJ{.tJ-5，s年，'t())二の十，中挙その二の六)

の選択肢はz正答の選択庇が抽のいす>f.Lの選夜肢よ舎も.少ない。すと1:<し

r.4単一
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中挙3年では選択肢pbz正答のものよ hも少〈なくなってし、る。

この問題は安当性，適応性より，みてどち lらにも，事差点をもってい否。

この問題の失敗の原因は困難度がきわめて高すぎにことであ予が， このこ'c.

は選択肢の構造Eふかし4関係乞もってい.るわけであ.る。

町、らすがにくそJ(小2 年jL)....の選択肢~jE答のものが正答以外の他のも

のより少くない0.:1l'坤位群下位群が別するカにどぽLL、しかじ:乙の商題
は平均通過率約20，%でゐってξ Iしか昔、選択肢が三つわかないから1<-高探おらる

こ:t' b~ らでわτ，かなけしも失敗し澗題とはいえない。これを判定す戸

手がかりの一つどして，J上位単年にいくにつれてどのよれ3かわるかをみる方

法治元え会れるが，と'ごではぞれもで:きない。

(2) にあfこるものとして
¥ 

-ー -，，--，.，. "'-， ... t ーで4・、 . 、 ・、・，
"; .. 

「月見草に明かるい川のEで]の選択肢 1

l iこの閉まで菜の花t麦tでJ(小3.4年そのこの十:5.6年そのこの七)。の

選択肢1.5 (5.6年では3菜の花〕 ， .1 
この問題は学年間の差に有意性がみとめられない。まに3.4年について中位

群下位群令弁別するカtこkぽ fしいp

(3) にあ七る問題として (X印有意性なし〉
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1 ~ ~~. /. "j...，"""'，:fl .. へ，，-古・哩ヘ，、_'‘~. .，.. ，昼' 

~、・・ "1 a t-aL • ' ei-，1dUh 14“ 一圃 .1:.f 

人間は一歩で進歩しよ ろとし 5 中 学 そのーの六
z 

きょろは雨ふりであそびにで 3 小 3・4年 その二のー

ぼくのうちのペスはとても大 1 小 3 ・4 年年 その三のー
， ，ィ、 5. 6 その三の- ，¥.・ x

春がきた。ろれしいなあ。れー| 1 I tJ、 3・4年 その三のニ
小 5・6年 その三のニ

わたしのおかあさんはいつも 5 t3・4.年 その三の五

‘ 
、 5・6年 その三の叉. 中 ' 学 -その三の三

白，‘"
=r"""ばめがそすξってすがらEこ 4・ 小 3・4年' その三の七

小 5・6年 その三のヨ王
中 学 そのミのー.I…x 1，-' 

L 、わゆる頭のいい人はいわば 2 学 その三の七

私のこれまでの自然に対する 1 学 その三の十 ト・.x 卜・.x

"'， ，、

(4) にあ?こるものとしτ (x印有意性なし)

問 題 文 |選択肢| 問題の所属 I妥当性I適時1

ぼ〈は木で王容をつくりま.した

け芦から風がつよくふきだし

正男は先生から本をかり℃大

なつかしい家なつかしい村の

ιι 、.'， 

"からすがにくをくわえて木の 4

-Sー
，_ •. ~句、"・f

、
‘・， ( 

4 

4 
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このようにみてくると， (3) (到のιとがらは安当性，適応性と関係するこど/
は (1)(均にくらべて比較少〈ないよう tこ感ぜられる。もちろん反応の少くない

選択肢が多くなれば必然的に (1)(2)のことFちが生じてく、るのであるが。この
ようにみてくると安当性れ適応性の検定の結果からも考えて m 事つをち改善を

要-すG問題ばつぎのちのである主恩われる。

「っきみそうにf明かるい川のEて」

「ラヅオは耳t:けにによる点ではJ.
-rこの閉まで菜の花と麦とで」

i
 
、e 

円汽車の時聞がき?ごので」 の中華校1.2.3年用のもの

他の色のについては"それぞ‘れ不満是な点はもっているが， j;).上の四つめ問.

題に〈ちべればまt:よいようである。なお，困難度の点でなお改菩すべき問題
もある。中挙校1.2.3年用その三は， 1番-5番までがやさしすぎ7.)0

無答者の数について 6.3.3信頼性の検定で修学年の信頼性が高学年のそれ

よりも高いこ左から，で?こらめ応答によるまぐれあ?こりが少ないのではないか

を予想、した。無容の傾向をみるE低学年は多く，小学校6年以上はとく4こ少なく

なっている。予想、は?ごしかにより確められTこが，しかしこのこと行げで，わか

ちな〈てもでたらめじ答える者の有無主テストの信頼性をの関係は断定できな

いようである。

ま?こ，選択肢I~絵~t もいTこ問題は，小学校2 年用一 ・ 三，小学校3.4 年用

そのーのー・ 二，その二のー，の五問題があるが，小学校3.4年に無答者がぞ

いというこ tは，この醸の問題形式には難点があることがい'えそうである。 小

学校2年用で無答者が少ないのは，同様問題を練習でとりあつかっ?こからであ :

ろう。小学校3.4年用にもこの種の練習をいれれば，この点はすくわれにもの

を想像される。

〆

〉ι

、、
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第 7章 ・結果の記遁

7. 1 支章讃解力の発建蹴犯

この検査問題は，すマに述べ?こよう‘に盛種類にわかれているoそのうちd噌

抑制は問題騨造がことなるので比較で抑制，他の3醐は問題帯平

おなじくし，まに3種に共通な問題をゐちかじめe組みこ・んでかい'1こる・その問題

は第7.1去のとおりで テストそのー，生l瑚デス トそ.めt二，，5問テストその

¥三， 4問，計13問である。トまこの共通科j閣のみをひき出bで，各学年毎の平

・ 均通過率をLらべてみる~ ，その結果r.lt第71.2表 ，第 7.1図のよう tこなる。

-・‘J

~ ( .~-'i./~' ト・ ，
 

'
「

白.

4 

rr 

、

c-J叱~・ .'t' ，-' 

第7:1表 共通 問 題一 覧表

!君子声il rrf声ll l問題香品閉くその.:....)題I3:4.15.6 1*#1・閃くそ.のこ題)"13.4 15.6 11'þ~11'問くそのh三題~13415・61

雪がふりす高正し 峰A 2 1 まさおとよ 1 わたしの鴻 3 
ました。 ¥，'.1: ぼれておと かあさんは

ポストにし、れ f 

4 けさから風 6 4 手ヤコほめが 、宇う
た手紙はゅう

6 6 がつよ〈ふ 2 
そずさってす

5' 1 
， 

1814年ドイツ 9 5 3 ロ-1.'::1'ス 7 5 3 か?すが肉 8 6 5 人のケーニヒ 先生のとな をわえて

i'.l二え ~'.l:.人号るさ 10 10 8 みつばちさ 8 6 4 象っかしい 9 7 4 
くても をさ んこんにち なつかし

~ っきみそろ 9 つトに明かるい ? 
，. 

-'1位 ー



l 題 ・ 項

ヤさおははれて…ん 74.4 79.0 82.2 87.4 86.7 1 88.9 91.3 

の.けさか6風がつよくふきだし 61.2 67.S 62.7 7M' 74.7 1 81.2 84.7 

ー ローレヅス先生のht;ぜかにすん 恥 41.5・ 55.9 58.6 68.6 手~:Or'官9.2 85.2 
、みつばちさん 乙んにちが ， 38.1 6fii.8 66.2 1. 7l.u 74.8 

っきみそろに明かる¥， ~ J I Iの土手 24.2 27.6 1 33.9 36.8 43.1 1 47.8 53.7 
" " 

80.0 

84.6 

65.3 

74.2 I、

，引鴎宍正問匙，.州民全与幸UJoI:t告t火、

:lJd 
::l f三

、sz'
t
A
 

'a
，、

γ| 通 (3) ["文の事実を説みとって要約する力J

JCL1 1 1 Li-j-li tこついては中学校1制発達の蹴

」42&与 s . '1・ 9 がきわめてひくし、。乙の理由は中学

校の国語指導で 「文の事実r;読みと うて婆約する力」と I文の中心思想
や背景になっている思惣を読みどる力」との区別がはっきり考えられて

年は小学校4年. 6年中学校3年で

ゐる。

(必「文のヰ1心思想や背景になクている

思想を読み主る力」は中学校1年が

最も溌達がいちじるしい。
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おら今，むしろ前者、よりは後者の方lがよりlよい読みをり・か7こらして考え

られ(両者が明ちかに異っfこ色のでめり，両者が共に必要であるiこもか

かわらする〉指導の重点が後者lこうつっているのではなかろうか。

なお，この第7.2去にあらわれに数守を解釈するときにつぎの二つのこ

とは注意しなければならlなL、0 ・ 一ー ~

。)これもの共通問題は中手生こ暑とlこ8年生‘lJとってぼ困難度64長すぎる。
し?こがって上位学年にト<Iこ.つれて，

揮する機会がfんrん少なくな り.ことに中学2.3年生にい?こっ1ては問
題がやさしすぎて、自巳の帯雨の力をあらわじ得ないものが相当薮ぬ

ものと予想される。色っと困難度の高い問題をも加味すれば.中学2.3年

の曲線は色っと急カマフ1二上昇する白のではなかろうか。つまり ，文字読

解力の勢達曲線はここにあιわれた色のよりもつを高い色のとみてよ
い。しかし，eの程度高〈なるかは全ペ予測lできない。

(2) .，ことえば，ノj、星学校3年生についてみると 〉テストその-，そのこ，その

4三のそれぞれについての平均遭遇率を比較するL テストそのこが最も

高しついで，そのー，その三の順序になる。しかしこれは問題の難易

度を示すものであって， '(}、学3年生の読みの力は「文の細部の関係を鶏

みとるカユが最も高( r文の事実を読み左って要約するカJr文の中心
.思想、や背景になって可、る思想、を読みとる力jが三の順序でそれについで

いる意味で院なし、。 しtこがってこの表からそれぞれの学年で援も高いま

?:は低い読みのカをさめるわけにはいかない。

つぎに上位群，中I位群，で位群毎にその得点構造をみると，第_7.3表および

第7.2図のようにな'.50

， 

/ 
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第7.3表 上位群・中位群・下位群ごとの得，点表
ィ、3年 小4年

項 目|そのー|そのこ|その三 項

上位稗 7.5 7.7 6.5 上 位群 8.3 8.2 7.6 
a 

中位霊平 5.4 5.7 4.0 中位群 6.5 6.5 5.3 

下位群 2.8 3.1 2.3 下位群 3.6 3.7 2.7 

項

項

上位 岩手

中位群

下位若草

ーム

A

峰

。。

。o
z

u

n

4

中3年

項 目|そのー |その二|その三

中位若手 b

で位群

7.2 

4.0 

J t . • 

、 ~ ，.. 

IJ、6年

項 目|その-1そのこlその芦
上位 群 8.2 7.4 '7.6 

中ー位群 6.1 6.0 5.4 

下位群 3.4 3.8 3.0 

中2年.

項 目|その-1その二 |その三
上位 群

中位;jj平

下位群
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この得点構造を解釈するのに小3.4{下，ノj、5.6年，中1.2. 3年ごとiこ問題が

ちがって足ることは重要なことでやる。しかし，いづれも佃々の問題内容しに

がって困難度iこはちがいはあるが，問題構造主いう点ては全く同じ立場でつく

られている。ーしにがってこれらを比:校することによって文章読解))の発達につ

いて，イ可らかの傾向を?知ることはできょう。

第7.2図のrttJ娘をみると一つのはっきりしに傾向がみられる。それは各学年

の各群の曲線が/'-がち上位学年iこい〈にしにがって/ーの)1予を主 ること

でゐる。この傾向はま十小5年で上位群tこゐらわれ， イラいで rlJ~学にいたって中

位群にあらわれ， 中3年では下位群がややその傾向ぞゐらわしはじめている。

， ま Tこ 小3年 G年では，そのこの正答挙がそのー， そのミに比較 b士 卜~'tl:r:群・中.

位群間の差がめ?ごって/J、さくなヲている。これらのことからつぎの三つの傾向

があると-いえない?ごろ うか。

「袋子1する力」 に比較して

(1) その三(中心思想を説みとる-jJ)の努速は /1、5年頃か らiづIt群について

ゐらわれはじめ，中1年頃からめ?ごつてのびる。 しかしこの頃でも下位

群はまTごいちじるしい発達はないが， "'.1311て頃になると下位群もかなり

の発達をみせてくる。 ¥

(2) その二(細部を読みとる力)の発達は比!j史的はやくゐらわれ，ノj、.J.u年

になると rl1位群 ・下位群でちかなりの能力を示す。
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。)I細部め関係者ケ読みEること」は低学年から相当程度可能でゐる。「中心
思想をtるこuは学年が進まなければよくできない。-_つま b質的
にやや高度な読みの力といえるのではなかろうカy。

/ 

さきiこものペセように，これらの問題は困難度がζ となっている。中学校則

のものでは，特に 「その三」 の困難度がひくいので，以上のように結論づける

こ 主は危険であるが，この点は~; 7.2去の結果をも考慮して，以上の三つtこつ

いて立論したわけである。このことはこのテス トではま七一つの予惣でしかな

い。これをはっきり結論づりるには，その目的にそっ?こ検在が新しく計画され

3 行われねばならないことは勿l論である。

7.2 文章読解力とそれに影響をおよ陪すと

考えられる要因との関係

2.1.31こものべ7こよ う に，文中:読解力に影響を:>:O~ よぼすと考えられる安因のう /

ち，この検有では i性的なQ_Q:P--Iii地域的な要因 ii i家庭的な婆困(のう

ち，保護者の!険業と学歴)を?とりゐげに。 P

7. 2. 1 性的な要因と文章読解力との関係

各学年の9Jk別の成績およびその平均の差は第7.4去のとおりである。 Tこに
しこの表はおí~--次叡オ三についての集計ーである。

第7.4表 (1) i陸別 tとよる成績の比較 く小学校〉

ミ項|目ト、~、~性¥¥学¥主年~ 2 年 3 生手 4 年 5 年 6 年
男|女 男|‘女 |男|女

人 数 |州出|吋5i31吋岨11曲|吋 5171ヨ
標本平均 5.~1 5.31 14.91吋吋刈吋叫ロ21
標木標準備憧 2.171 2.Q71 5.941 5ω| 叫 5.491 5.461 5.691 5.271 5.08: 
FEZ夜更14・お115お|1121K111ね11ゐ111aL1112.Lh11tiむ1管制1tz
男一女 I
-
-0.3 I / 

0.6 0.1 
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、、、

h 第7.4表 (2)1 性別による成績の胎較 く中学校〉

¥ 
/" 

• 

R1¥ 1 年 2 年 m 3 

男 女 男 女 易|

女510. 
人 数 山 1I組 |501 1. 505 I 
標本平均 |

標本標準備星空 5.35 i 

母平1生ρ5%信界 14心174~33111317~115.45~5J115.27~ |117邸18~44i117.14~ i 
ー頼 陣 14.63， 16.351 16.13! 18.441 18.06 

A 

男一 女 0.3 0.2 0.4 

この平均の差の有意性をつぎの方法じよって検定しt:。夫いき 111n~ なる二

組の湘作為桜木平均をそれぞれ E1毛誌と し，このユつの平均値を繰返し抽出

¥におげる一つの標本の対と考える。このtき無作為様木であるから，1，hは

それぞれ独立に分イtiする。もし，拘〆勾がlE規分布であるならば).'1i1，ιs 
正規分布す、る。そうでない場合でも，もし 3;1，3;2が十分犬さければ X1，d:宮は

近似的に正規分布する。 しにがって 3:1，[1;2が正規分布をすさものk仮定すれ

ば，変数ら-JEの積率母il数はつぎのようになる。

l¥1Xlーもく0)= MXl (0)・l¥:i_Z2く0)= 2HxICO) • MX2 (ーの
rσ''X}o宮、 ， (σ')J(}'02， 

= exp ¥mXJO+言-;-)exp ¥一叫20十三百j

= exp {~mXJ-m~2) IJ+会f+;g〉5j
(ただしIDXl'm X2はそれぞれの分布の母平均〉

この結巣より ，上lこのべf二仮定のもとにおーいては，桜木平均の差 Xl- !)"2の

分布、は

平戸rrt;;1.-1;2 = mZ1 -mX2 

I ~-;'~ σ2 
標準偏差 、.九 一子。 =v'ず 十・2;;、、 ・ ， ~‘2 ・・ー，

なる正規分布にト?こがうことlこなる。
g 、

そこで今比較しょとするこつの厨の棋本が同じ平均値をもっ正規集団から抜

き主られ Tこもの土佼芦すれ);f"，これらpa標本は明 らかlこ独立で m~l =ln拘か ?ら，
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. 
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ニCl-:1:2 は

平均 O

棋準偏差

』ιー-/ _ 1 包

σ・』 ー/σX) σ必
X-xz= l/ 句ーー+一一ー

T n] ロ1

、

， 
なる正規分布をなす。しかるに σ.(.1，σL!は母集団におけるもので

るので，根本値より推定する。このような近似では誤差を生す・るので

，棋本が50以上の場合iこは，この誤芝生は大しTここ 左』まないのでゐる。

未知でゐ

t= I ~，~ 一-jdv 
ー一+-=-""nl n2 

ゐるが，

れよ1). 

~計算し t > 3 ならば 1 %の危険率で ， t>2ならば5%の危険率で仮説は
葉均]され，その差は有意乞なることがわかる。

いまそれぞれの学年の男.tcIlIJの平均の差を検定するといやれも有意

い。すなわち ，男女閣の成百~Iこは差があ るとはいえない。しかし傾向

lこならな

主して小

高い数値・学校4年までは女子がわすかに高い数値.5年以上はム-子がわすかl

を示しているのは，唱すか意味のある傾向でゐるかどうか。 これをし

の図的でもっと他の方法で検査すれば，も っとはっきりしに結巣を示

べるにめ

すか色し

れないt思われる。

つれこテストそのー・ その-その三どtの男:子・女子それぞれの得点構造

第7.5表 男女別問題種別成績表

id芝山呼|事 I6年 |日 |2|言ぞJPK司司司王7同司司lr同Z7同-;-IJiT互
のー |平

均15.31忌216.3 16.2 15.415.2 16.0 15.9 14.3 14そ14.814
標準偏差12'¥112沖沖152中2412.2412中関11.95;1.回|1

615-6 15.4 
件沖%
115.715.5 
79)1沖82

そのニ l
平 均15.51~.616.1 16.4 14.915.215.8¥5.714.4 14.615.0 15. 
|標準偏差 1 2. 16!2咋叫吋2ωil咋•921 1.771判 1.691 1.7311. 

その="1平 均
14.314.215.015.5 ! 4:~~4.715.515.215.4 1 54 6.116 

一|標準偏差12昨咋ヰ2.1中刻ε昨2420仰が312沖

-169ー

117.216.9 

、、

ち、

〆
一一



、、

手73間 男-k別得l長椅 l主
小辱ゐ 川;、r~ .，‘6l cfll手 'f'Jl ."，キ巾 H

-・~::手;ζ
，/ 

」と三二二7ど

-S ぜ唱
n 向.
， ‘ー
ー ー、....すさ与
喝一一一 <>

長

じ!l'! ! 
- ~ .1. 

手専制苧賂口

.，a内
'
P

をしらべてみ奇し第7.5表，第7.3園のようになる弓?こ忙しこの荻は第二次

標本Lについての集計であるので， 第 7. 4 表の結果~~は数守的にややくいちがっ

これらの差は有意差ではないので，はっき りしに差があるということはいえ

宅 .1. '. < • 

宅

‘ 
ぜ R. . ー.. 

ている。

つぎの点でイ尋点φ曲線にそれぞれ特:1!i&がある。 .

そのー(要約する力)はEの学年についても男子が一女子よりも高い傾向

是示している。 ¥

そのニ(細部を読みとる力〕は男子が女子よ りも高い傾向をあらわして

いるのは，小学校6年，中学校3，年で，他のJiと学年については女子よ

bも低い。

1H、o.，こで

(1) 

(2) 

その三 (中心思想を読みとる力〉は男女聞にことなづfこ傾向はみとめら

れない。

これらの傾向が偶然じそうなったのか，あるいは何か意味をもっているのか

どう かばさらにくわしく免191ユ、ところであるが，

こどはめからなし孔

この検査からはこれ以上の

(3) 

高い数字を示しているのはもっ左他の方法で検査をす仏工，あるいはこれど

もがっ1~結果になるかもしれない と思われる。 .ー

地理的な要因と文章読解力企の関係

第一次根本を行政区画単位lこ村部 ~nlf部 ・ 111部にわけてその成績を比較する
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J 

四 7.6矧 7.8表の通りである。第7.7表では縦欄から棋品をひば数が示

されてある。、
第7.6表 地域 !別成績表

小学校 2 年生

醐 I ~戸子耳五時語官ヨ通
村|日3|

町|叫「
市/1931 5お 1 506附I -5.60 

刀、学校 4 年生

一|ザ|標習lr._W空.:I_Lj軍A|4547珂村160] 1 
町/2121附 129即日-19.28 
市|肌 118.93 1 3ω「809-19.77 
小 学校 6年生

|輔|措陀ヤす両可3雪P司I n 匁

村川 1632l m 

町I2121η70|U6811695| 
-18.451 

市い921 19.06 1 21叶~~f~.q~
中学校 2 年 生

制 I ^~ r利震明;嘉
村 1614いら叫!ω|竺い
町 [224116叶 2抑|竺い
市 I168 1 18.22 1_ 22.21 rヨ8田

、

で!:l宝i封建i
:|:;:|主141龍
小学校 5 年生

蛾 I ~問ヤ?121Z議:;
村 I6∞ !~4.33 I 27.40 /13::i 11.76 
町 12叶 16.0?I 27.11 [悶
市 1192 1 16.85 / 24判1618i17.52 
中学後 1 年生

糊|人数陣ザベ標本矧弓7F
l n I :l: I S2 信顔限界、

村・I6121 13.541 24.191
1守二9

町 I2251 15.061 20.751
1竺i566

市
1
168
1 
16.57
1 
21.2211でL27

中学校 3 年生

i 村 I6051'16.90I 25.1311哩7
町 12251 18.951 21.02 118も
市い681 19羽 |255311f52023
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中学校 1年生

ττ7 
市13.22 x二I7鈍 XX
町 I I 4泊 xx 

〆この結巣tこついて，つぎのことがいえるのではなカ，ろうか。

市左町の差は小学校伊学年?ではみられない。しかし，高単年1こなるにつれて

あらわれてきて，市1::llIJとの環境とこの条件は文章読解力に大きな影響をもっ

てくる。

4年ころからはっき bしに主主が

みらtLてくる。

市と村との差は3-年生以降からはっきりしに差がみられる。

つ孟り

i .地域的な条件段交ヨ器売解力仁大きな影響をゐTこえるものと思われる。

その煮はf丘学年のころはゐまみlはっきり-ゐらわれないが，学年が進むiご

つれて，差がはなは忙しくなる。

村の条件は他にくらべて最もわるく，村1::UIJ1::の菱は町主市との差よ b111 

もはなはt:しい。
つぎにテストそのー・その二 ・その三どとiこ村・IUJ.市の成績を比較して

¥ 
-172-

小学校，2年生

I mr I 
市|一O応!
町I I 1. 
二.小学校 5年生

| 阿J I村
互いと三竺二
;町l、 I4.24x x! 
中学校 2年生

l.J lllJ Iと
市 f4.20 x xf 7.66 xf 

吋I. I 2'，80 I xl・

村村

ー白

ホf

1.13 

J地域別成ー績比較表

小学校 3年生 J

1. I町|
i市|ー1.28 1 1.74 
vτ一一仁示

第7.7表

f一A占剖二jl
!町I I 3恥 x

P 

向上村の差も低学年ではそう大きくないが，

11 



まミトでミ乏|小 3 年 h | 4 年 | 5 年 6 年 | 

lもてρ哩史1*寸 I~I| 市|村|町|市|村 | 回I| 市 村 I111I |市 j
平均l_rs.1_' 5.7 I 5.4 j 59 I 6.7 I 6.7 I 5.0 1 5.7 1. 5.8 I 5.~ I 6.3 I 6.6 l 

そのー 標準備差 1:199↓219 I号56 I 216 I 2目28V四71-2l1l五2《22F278 18 |2均・ I2.26 I 2斗|、2.13 I 2.15 [ _ .2~ 
一逗平誕百窃~ 14.88 15:27 14.87 1565 16.28- ¥6.22 14.74 15.24 15.36 15.36 15.89 1 司
信頼限界 |-5.32 1 ~.613 | ~5.931~6151 1 -5.26 1 ・ ~6.16 l-6.24|~584. 1 -671| 
平均 I 5.5 I 5.9 I . 5:6 I 6.2 I 6.4 I 6.4 I・ 4~ I ~2 I ~6 I ~5 I ~3 I 

そのニ標準偏，差 I2.00I 2.18 I 2.25 I 2.16 I 219 I 2.22 I 1.9'9I . 1.95. I 1.71 I 1.61 I 1.67 I 

母平均5~ 15.27 15.47 15.13 15.95 15.96 ~I捌 14.68 _ . 14.80 _ 1 5.25_ _ 15.36 15泊 15 
畳程隈_1l!.J-5.73I~.33 | ~6.07 | ~6.451-6.84 | ~6.86|~5.12 1 ~5ml -5.95 | -5.68 ・ -6.62 1 4

平均~_I ul I 4.4 I 5.0 I 5.6 l . 5.7 I 4.4 I 5.1 1 5.3 I 5.~ I 5.7 j 6.1 
その三器拡|1.97 I 2.30 I 2月 I2.27 I 2.41 I 2.11 I 2.27 I 2.0'9I 2.14 I 219 I 211 

14.41 13.92 14.76 15.15 15.20 . 14.16 14.63 14.87 14.76 15.28 _ 15.67 
| ~5.191~4m:， 1~5.241~6，05i":"6.20| ~4.64 1 -5.571 ~5.73 | -5.24 | -6.12 | -6.53 

人数|加[102 I 93[ 298 I99 I 92 I加 I 95 I 95 I 296I 107 I98 

ノ

表績成5Jll 種題問J:lU 地 '域k 第ア.8表1(1)
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第7.8表 (2) 地域別問題種別成績表

ー
一三
十

訴ヨ主
中 1 年 2 生手 3 年

ー 村 1 lIlJ |市 村 町 市 村 |凶T 市
平 均( 高.4.1 

そのー 標準偏差I1.89 1 1.91 I 1.77 1 1.85 1 2.03 I~回 1 . 1.89 1 1.93 1 2..14 
君主持営業 i379 1404 1452 |429 |ω 1519 1499 1524 1593 

-4.211 -4.761 -5.281 -4.711 -5.181 -6.011 -5.411 -5崎 -6.87

平均 1 4.3 1 5.0 1 4.9 I ~.9 1 4.9 1 5.6 1 5.2 I 6.0 1 6.4 
そり二 標準偏差I1.68 I 1.51 1 1.92 1 1.74 I 1.87 1 1.61 1 1.82 I 1.64 I 1臼
言語路 |411 |471 14必 1471 1455 1525 |499 1564 1604 

-4.49 1 -5.29 1 -5.321 -5.091 -5.251 -5.951 -5.411 -6.311 -6祁

平均 1 5.0 1 5.9 1 6.0 1. 5.8'1 ~.3-. 1 ~ 6.6 I c-~4-1--' ~.O 

その三標準備差 12.3712.20 -1. 2.il 1 2.40 I 2.45 1 1.94 1 ?20 1. 2.11 I 2.00 
君主官室14m |臼 9 |同|悶 |師門戸内 |五も-ωI-5.261 -6.311 -6.461 -6.011 -6. 751 ~7.52 1 -6.851 -7.80 

-も



第7.9表
テスドその，_

，小学校3年生

中学校l年生

「町村i
l市 J1 四 \408~1
叫 11.89

中学校1年生

[|町|村
市卜州2.61x
町l
、

¥4.06ミ

中学校1年生

(113: 
町
I 1
2.72 x 

， 

地域別問題種別成績比較表

円よx
町 I /3.29~1 . 1 町 I [2.62 x 

中学検2年生

|町|村
市 ¥2部 X]4内
町¥ ¥1釘

小学校4年生

|町|村|

市¥0 I 0.76 
!町I /，0均

{ナ~村

7F戸不:孟l
PlJ l' Iょ

小学校4年生

{問村
市i0判2.50x 
町 12.31X 

中学校2年生 .

1町|村

市戸不良
・町II t.87 

中学校3年生

I I町|村
|市|4州4〈
|町¥ I1飽

小学校5年生

|町|村

市戸市s;
町
1
，'

I
1.3O 

x
×

x
×
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この結果をみるt.市t町の妥は，テス トそのー・その二 ・その三のそれぞ

れiこついて，小学校では有意性はないが，中学校では有意性がみとめられるo

j可と村の援はテス トそのーでは小学校4.，5.6年に有意性がみ主められるが，中

・学校で有意でーな くな り，きやーやくじテス トそのこは小学校では有意性がないが，

》中学校でほ手f意性がより多くみ主められ、る。テストその三では小 ・中学校を通 i
〆

じてより多く有意性がみとめられる。市色村め差はテストそのー，その二，そ

の三ぞ通じて小学校3年生に有意性はなしまたそのこについては4年生況も

i 有意性はみをめられないが，他は全部その差は有意となる。

つ制こ市 ・町・村どとの得点構造をみる~ .テス 「そのー，その三はそれぞ

れ市・町・村:の順に低くなっているo tこt:. テストそのこは司ず~:-~rr と が同じに

存っ?こり ，市が町より低くかっTこり ，阿Jと村とが同じになっていたbする。 こ

のこEから.I袋約する力JI中心思想、を読みとる力Jは「細部のi掲係、を読みと

より多く地域の文化度iこ影響されるμ、う工とがいわれるかどうる力」より，

班、 この検査ではこれ以上に分析する余地がないので，いまの場合そこまでは

いうことはできミぃ。?こt:この検査では「細部の関係を読みとる}JJは他の二
つじくらべて地域的なイ頃向が不安定でゐっTこと‘いう事実の提示七けじとどめて

'. 
おく。

保護者の職業と文章読解力去の関係

保設者の職業主ナ第ー次 ・第三次 ・第三次産業に分類し，

f 
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徒の成績を比較すると ，第 7.10表，第7，11哀のようになるv第 7.12表では縦欄

から横欄をひい?こ差が示されている4

第7.10表

. 、

ィ、学校 2年生

保護者の職業 別 成績表

小学校 3年生

曜ま

小学校 4年生

中学校 2年生

職 業用野晴子官官官s義

語12日]均

t<.，守 e

'
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ー

叫
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第 7.11表 保護者。職業別lとjょ-る成主責比較表

この結巣についセは，つぎのことがいえるo第一次産業に属する児童生徒の‘

球績と第二産業，第三次産業のそれとの間は差が認められる。第二次産業主第

二次産業問の差拡有車:にならない。 したがってE 第一次産業に属す渇家庭は他

の産業に属する家庭よりも文章読解力をのばす?こめの譲境的な条件lこめぐまれ

ていない。そしてその条件lこよ る影響は小学校低学年の}ころよりすでにゐらわ

れている。その職業の家庭のEのようrJ1!Ji柄が文章読解力に:苦手響を，およlますか

はこの検査Jゐだはまったくわからl心わけであるが，他の調査でもっEこの
面を分析していったならば，文章読解カをのばすすこめの有効な指導の方法が主主

ま‘れるのではないかと考えられる。

-1飽ー
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. 7.~. 4 保護者の学歴と文章読解力との関係、
保護者の学援を毒事小卒 (ね号1)，、高小卒 (2)，背年学校卒 (3)，中等学校学

(4)，専門学校卒 (5)，大学卒 (6)に分瀬して，その家庭iこ属する児童生徒の

成績を比較する主第7.12'表，第7.13表のよきになる。 Tこt::し中退は卒業k同じ

主りあっかい主した。第7.13表は，縦欄から横欄をひいTこ差を示しにものでゐ

る。

、J

第7.12表 保護者の学歴 Kよる成績表

小学校2年生

i人n数隈|宅z平均l標本d分数伊信平頼均限95界%| 
1. 

'2 4.06 I 5.02-5.60 

3 3.32 I 4.28-=-6.14 

4 2.87 I 5:74-7.08 

5 

6 3.92 I 3.55-8.11 

小学校4年生

|ザiET平均問字数罰諸君
1 I 184 I 16.57 I 31.42 
ト一一一一一一一一一一一一一
2 I 193 I 17.94 I 28.33 

トーーー一一一一一一一一一一
4 1 59 1 19.66 1 33:50 

一一 一一
5'1 16 I 21.06 1 35.81 
ト一一ーー一一一ー一一一一一一一一一一一一一
6 I 04 I 21..00 I 15.50 

小学校5年生

[手間均的数i智鐙
J竺:_I~竺←28.47 巴h

E|1714 日;5只z

lil者三lZ2:
-1拘ー

/ 
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第7.13表 .保護者の学歴惇よる成績比較表

小 e学校 2 年生
、l

2 3 ' 4 5 6 

-0.90 -1.22 

， • -0.23 -0.604 

一0.622・

宅.， -0.52 0.48 

(-iぷ 0.69 

-.l8U-

A小、学校6年生

|人叩1Jは!法2「ケナ!「「「「雲蒙でで雲てii:

4μI 5町71 2初0.23卜1日5.7河9r!戸9引叩1げ7Z 1 2勾
9 

一時
寸
断
一町
一四
~
叩

笹川市
一回
噛

中
時
五
五
五

一m
一附
一開

閉
山
市
七
市
日

/ 

、

ー中学校1年生

I J IザFF平予科障重量
1 L 257 I 13.45 I 20.12 

2 163 14ユo 21.66 ]338-、

一 一
14.82 

3 8 18.25 7.63 15.78~ 20.72 

一
4 57 16.47 23.02 

15.19-

14.28~ 1775 
5 8 18.63 19.73 22.98 

13.29-6 3 23.33 10.89 33.3i 



小学校 3 年生

2 3 4 5 6 . 
-1.96 42 x I '-2.28 メ| -4.55 x x 

-1.22 -4.03 x x 

0.4叩 -1.25 2.58 x 

-1.79 -3.11 x x 

-1.31 

小学校 4 年 生

2 3 4 5 6 

一0.18 -3.53 x x J 一2.08 x 

四 I-2.14 x I 
、開

-1.87 、

-0.84 -0.62 

0.04 

小学校 5 年 生

2 3 5 6 

-0.07 -4.67 x x I ー5恥 xI -13.39x x 
-1.4.6 ー1.58 -9昆 xx

-5.16 x x、

-5.68 x x 

。
小学校 6 年生

『

2 3・ 4 5 6 

1 I ー1.54 ー0.47 ー6心 xI -8.64 x x 
-1.叩 -5.20 x x r -7.68 x x 

1 ・
-5.71 x x 

-181ー
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-5.09 x x 

-4.74x x 
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-6.06 x x 

x -2.77 

5 

この結果については，つぎのことが考えられる。

は大体4ι人上のも のとの聞に有意の差~色。てひ〈い。

2 は大体4与u:のもの主の間に有意の差をもってひく b、。

は大体4以上のものとの間に差がみとめられる。

り:大体6以上のものとの問に差がみとめられる。

1 

3 

4 

G e 6の聞には差があるとはいえない。

. -' 182-

中学倹 1 年 生

1 2 ↑ 3 " 守 4 I 
|-1氾 I~ -4'73 x x l' -4.32 x x I 
J-11-4回 xx I -3.28 x x I 
3 1 ~ω 1 _， _1 1日 1

1_41 ーニ1:'" ~ I … | 
5 I I I I 

x 

ー3.3!'lx x 

¥. -1.90 

6 

-2.74 

-2.25 

-0.44 

-0込9

x

x

 

×
 

噌
E
-2
 

qδ 

5 

-2.79 

-0.16 

-1.13 

1 

5 

一0.09

4 

-1.77 

-4.51 x x 

-2.71 

生

-1.24 

-0.40 

3 

年2 

Hfi i 

5 「ーで寸
I -5.03 x x I 

I ..--3.52 x x I 

Lー

-1.97 

-1.41 

年ー土乞
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校
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学中



これによって文章親解力に影響をもっと考えられそLその移響の強さをグルー

プtこ々げでみると.(1.2.3) (4) (5.6) のよ iな三つのぞ1レてiフ"宅:~:t' ~iそうで

ある。この三つのうち (1.2.3)のグル，プは他と比較してかなちはっきり低

いをいえそうJである。 (4)と{氏、6)のi聞にはあzまめはなは?ゴしい差がみられ

ない。 、
このことをも っと一般的iこいえばp 保護者の学療が高いほど毛の家庭に時児

童坐予告の丈章読解力をのばすjごめの余性向上主の，えられτいる。しかし;， ~-~， 

差は全部同じ差をも ってい，るわけではなく，苧J4・剤、字・青年学校芹は本

休同じ桂度に条件が最もわるく， 専門学校卒・大宇左手は同じ程度iこ最も条件計

よL、。 s 

それらの家庭のどの商が文章読解力に影響を争大えるのかはζの検査からは

わからない。しかしこのことは7.2.3職業土も関都をもちヘまたT・2.2地域と

も深い関保杭ありそうであ予。 い

• 
第 8章結

8.1 文章読解力の発遣について t

1. 文章読解力の発達のいち じるしい学年は小学校4年・ 6年・中学校3年

論

である。

2. 文章読解力のうも F要約する力Jf細部の関係全読みとるカJi中心思想(

を読みtるカJの三つを比較すlると. i細部の関係を読みとる力」がもっとも

はやくめらわれ. i中心思想、佐読みとる力」がもっ左もおそく山あらわれるよう

に思われる。 1"中心思想、を読みとる力」は成績のd:{立のものは小学校5・6年

で，中位のものは中学校1年ころじ目立ってくる。ま?こ下位の色のについては

中挙絞3年己:ろになるとややあらねれて《る。しかしこれらのことは大休の傾¥

向としτいえるこ主であって，二の検査では娘っきりし?こ結論と してはいえな
内
U、L
 
3・'文章読解力は性別により差があるとはいえない‘。しかしζの検査では小

学校3年までは女子が優位であり，小学校生年以上中学校3年までは女子が侵

→，l8~-



位で~' :tJ傾向 がみも(<1.1:0 この差是Jほとくわす十であるめではっきのはレえな

いo1'1':3傾向どじて 「要約する力」は男子がすぐれ， 'i細部の同海、;診読みとる

方」ではk子がすくてれ 「中心肱惣を読みをあカ」は学年どとにはっきりしに傾

向はみられーなかつfこ。前二者'の差にほ有意性かないので，断定すと?ことほでき・

ない。 ， 
'4. 地域的な要因J段文章韓解力tこ大きな影響をおよぽす。もっともよい条件

ぞ備えているの位指部であ札・つぎが町部でゐり，村部がもっe(わるい。 4そ

の影響ほ小学院低学年で司ほ比較的少く有意性はないが学年がすすむにつれて，

その差ばはなは?てし《なる乙とがいえる。

竿 家庭環境ぞ保護者の職業・をミび学歴によって分類すると，それらの家薩

鵡境は党草読解力地こ大和影響抑止ぽす。職業のうち第三次J産業がもっ主も

よく，第二次藍業がそれたつぎv 第一決産業がもヲともわるい。ま?淑護者の.

学歴が高いほE成績はよくなる。 7こ忙し苓小卒・高小卒・青年学校卒は大体同

程度でゐり，高王手卒・大学卒は大体同程度ある。これらのことがらは児童生徒

の保護者の学歴そのものが文章読解力lこ影響を数よiますものではなく，その学

歴の原因tなり結果tなヮτいる他の要因に問題がゐり 地域とも深い関係が
ゐると思われるがとの検査ではこれ以上:のこをについてはいえない。

8.2 標準化されたテストとしてのζの犠査問題について
¥ 

'1. 抽出標本の挫任教師のJ読みの評価の分布は各学年e，もほkんど正規分布

をしており，ま?こ保護者の職業分布のゐてはまりのよさからいって，己の棋本

児童生徒は全県の代表左して満足すべきものである左いってよい。

2. 決定された標本数もこの学力検査の棋本数として十分な色のでゐ，9れ結

果り程度は}闘標精度W}内におさまっていて_;...きわ沙て高t、4kがいわれ卒。A

?ここれより求めfられfこ母平均の信頼区間は非常にせまいζ とがわかっ1二。

3. 抽出方法としτ居化副無作為抽出を?をつに。 この際学校屠別の条件主し
て，地域と保護者の職業を考えにが地域おやよび保護者の職業は文章読解力に

ふかい関係をもうζ とがわかったので〆 この棋識を?えらんだ己とは成功でゐ

りた。 ，;.'1 v 
1宅，、，
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4. 乙の検査問題は得点分布曲紬仁犬体軍規性的みを喰られ.土佐半年と下

lli学年を弁加する力をもちに担任教師の読みの割羽田)，t句聞に相関もみをめらt.L
るの.で，安当性を大休滞混してわると みτ~~ Jt~h 

ふ この検査問題ほ個々の問題じは灘点怯あち告Z全般的にみてJ刈群 ・府位

掌・下位群を弁別するカをもっているので"m!/ie¥'i全を大体満足Lているとみて ‘

、
/ 

この検査問題は折半法およびリチキ ードソン・キューダーの公式(Richa6， 

rdson -Kudelis' Formn1a) 1こよって得られた信頼度係数よ hみて，集団用牒

準学力検査として?使!閉じてきしっかえなレL思われるが.1こだし佃人の診断用と

してももいるには信頼性がすこし僚いので， 乙のテストの結巣rmこよられ
ま?こ小学校2年用のものは信頼性が低

¥ 

他の多く方法を併用する必要がめり，

t，。

7~ 問題用紙の第一貫め体裁は品。と考主るべきでゐっ1:。ここには氏名そ

の他テス干実施にともなヲて必要な事項?さげの記入'1三'H:め.問題は第二質よ

bはじめるべきでゐつにc

かえってテストの信頼性を阻害してい

る点がみうげられ?こ。検査時聞はも っ主みじか《してもよかヲfこと思われる。

検査時聞が多すぎたのでめまり8. 

8.3 調査に劃する反省

1.- との調査は二つの目的をもっ、でい注。この目的のうち，目的2 (児童生

徒の学カを測定するための検査問題を標準化し，国語の学習指導-の?こめの具体

的な賛料を提供する)の面でほ十分に目的は達せられfこが，目的1(児童生徒

の国語の'単カを調査しその笑休を把握する)の面では満足すべきものでゐうに

とè: ~、いがTこい。自的 1 について不十分で~&)つにことは，調査内容が目的 2 に

よクてつよく制限されTこごとと，調査仮設のにてかにがあいまいであつにこと

がも。っとち大きな原因k考3しられる。調査方法はできるだり単一にしてそ，の

目的にーそっ?こ方法が考えらJれる9べきであるが;この調査の当初にこうの官的喜子
~ 

満足ぜでぎる'e考え1:乙と仕みやま-りでめ.4て. ~ち台か'一つiご市j践すべきで

ゐ‘った6

2， 当研究所代は， この事業のほかtこ他の事業が併行してむ己な'われてい?こ

ニ 1随 一

~ 



のす，事業担当者が他の仕事に色ふかく関係して， ζG3文尊重視解力調査を集中

的に完成するこをができなかっTこ。

3. 文章読解力金検査するにめには、文字・語い ・蒋法 t積書心理なrの商で
基礎的な資料がととのえられてレる必要がめる。この費料がきわめて少なかっ

イこTこめ七分な検査問題:の設計がおこなわれない点があっ?こ。

4・ 予備テストが不十分でゐっ?こ。 個 .1<0)問題に選択肢が不適当でゐったり

困難度が予惣と亡となづたりしTこ問題があり.'~.，.こ検査時間iも長すぎに1) l，.，に

が，これらのこ左は予備テストをa十分にお・こなうこkによってきりられるこt

がらである。また小学校2年生の読みの笑態についてば問題構成のまえiこト受

イ ア・ウトをむこなっておりばも っと満足すべき結泉が得られたこと，思わ

れる。

4・ 処理計画が不十分であっfこTこめ1こ，処理の詮中で無用の混乱をひきおこ

しお点、があっ1:0これは事業担当者が他の仕事・rzも関係、していたり，その他の

外的な事情で処理主?中断ないしは計画の過程の変更を余儀な.くされに布、もゐつ

にこEは事実である。しかし全般的にみて当初より色っと適確な処理計画をfこ

てるべきであっ?こ。

8. 4 文章読解カの指導につかで

1. 丈雫読解力の指導にはもっk明確な指導休系をfこ:Lるぺきである。‘

この調査の過程および結果についz，単校にかける女苧:読解力の指導が実iこ
， あいまいにしかおこなわれていないこ Lξ痛感し?こo eこの学校でも能力表ぞ
用意し，文章読解力をこまかく分析して，指導の目棋や評価の観点Eしている

ごとと思われるが， 実際の指導ほどのよ うにbこなわれているのであろうか

。近ごろの学力低下の声〈は交字力低下にすりかえられ，指導の教師自身もロで

は文字カは国語学カのすべてではないといいながら，そφ理論と実際との聞に

くいちがいがあるのではなかろ うか。文章読解力の指導iこついて，もっと共休

的な笑際的な方法が明らか1こされなければならないo • 

.2. 文章読解力の指導が低調なことの一つには，児室生徒の文章読解力につ

いての実態ド明らかになされていないことがいわれ.る。国語指導の現場では，

実態調査は指導のなかの享姿な問題として，指導とと色4こおこなわれることは

. -1B6-=-



いうまでもないから，指導と実態調査の先後をいヮいるのではないが.1ニゼこ

こでいいにい ζ とは，教師が指導に ともなって，文章読解の実態を知~ 1こいと

思ったときに，その資料となるものがまったくないことであるo 1ことえば，文

章読解検査問題が数多く用意きれてかれば，その指導はもっと活設tこなり効果

をめげるであろう。まに，文章読解カについてトろいろな資料がととのえられ

ていれば.1ことえこの道具がなくても ，教師がその資料をもとにして道具をつ

〈るこ tもできるであろう。

このような資料がないtいうことの責任の一半は，国語教育の指導者ま?こは

標準是非力検査作成者もおわなければな'らない。

言語生前のなかで，文章読解力のしめる位置は重要である。ことに成入社会

における文字生活の大半は読解力に関係し，ま?こ学校生活においても，読み虫、

1:不振が他の学科の成績を不振にする重要な要凶であるといわれている。文章

読解力のこのよδな重要さを考える故tこ，以上の二点についてささやかな提案

を試みにわけである。

-1-87.-
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